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社会医療診療行為別統計
検査増 初診・再診減 対前年度比

オン資「義務化」撤回訴訟
争点は法律の委任

指導結果通知の遅れが改善

経営・税務相談Q＆A　No.407
インボイス制度～よくあるご質問をご紹介します！～

interview
能楽師にして三児の母
「結婚、出産しても続けられる」
新井 麻衣子（能楽師）

東京歯科保険医協会
50周年記念企画 ご案内（9月10日開催）

第２回メディア懇談会
３年半ぶりリアル開催

第23回IPPNW世界大会
アフリカで世界の医療従事者が一堂に会す
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出
生
率
が
低

迷
し
少
子
化
が

進
行
す
る
中
、

い
わ
ゆ
る
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代

が
65
歳
以
上
と

な
り
、高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク

に
な
る
。こ
の
こ
と
で
起
こ
る

問
題
を
総
称
し
て「
２
０
４
０

年
問
題
」と
い
う
▼
介
護
職
が

数
十
万
人
不
足
す
る
と
の
予
測

が
あ
る
。当
然
、医
療
職
、看
護

職
も
不
足
し
、今
で
す
ら
臨
床

現
場
で
不
足
し
て
い
る
歯
科
衛

生
士
に
人
員
が
回
っ
て
来
る
と

は
考
え
に
く
い
。そ
し
て「
２

０
４
０
年
問
題
」は
も
う
始
ま

っ
て
い
る
▼
報
道
に
よ
れ
ば
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
が
不
足
し
て

物
流
分
野
で
影
響
が
出
始
め
て

い
る
そ
う
だ
。あ
る
地
域
で
は

バ
ス
運
転
手
が
確
保
で
き
ず
、

定
期
路
線
便
数
を
９
割
カ
ッ
ト

す
る
事
態
に
。観
光
地
で
は
や

っ
と
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
戻
り
つ

つ
あ
る
の
に
、タ
ク
シ
ー
運
転

手
が
確
保
で
き
ず
数
十
台
の
車

が
待
機
。ま
た
、従
業
員
不
足

の
た
め
全
客
室
を
稼
働
で
き
な

い
ホ
テ
ル
が
あ
る
。Ａ
Ｉ
や
ロ

ボ
ッ
ト
を
活
用
し
、外
国
人
労

働
者
に
応
援
を
お
願
い
す
る
こ

と
が
順
当
と
思
う
▼
歯
科
助
手

と
し
て
一
定
期
間
就
業
し
た
外

国
人
労
働
者
が
、日
本
人
並
み

に
日
本
の
歯
科
衛
生
士
国
家
資

格
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
が
必
要

に
な
る
に
違
い
な
い
。 

(

Ｋ)

要
件
緩
和
を
要
請

要
件
緩
和
を
要
請
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Ｄ
／
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Ａ
Ｍ
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ニ
ッ
ケ
ル
チ
タ
ン
の
加
算
な
ど

協
会
は
６
月
28
日
、
厚
生
労

働
省
（
以
下
、
厚
労
省
）
に
対

し
、
診
療
報
酬
に
関
す
る
要
請

を
行
っ
た
。
協
会
か
ら
は
、
坪

田
有
史
会
長
お
よ
び
加
藤
開
・

本
橋
昌
宏
両
副
会
長
、
松
島
良

次
・
阿
部
菜
穂
両
理
事
と
事
務

局
が
参
加
。
厚
労
省
側
は
保
険

局
医
療
課
の
奥
田
章
子
課
長
補

佐
、
山
路
正
登
主
査
が
対
応
し

た
。中

央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

で
は
既
に
、
次
期
改
定
に
向
け

た
議
論
が
始
ま
っ
て
い
る
（
下

記
に
関
連
記
事
）。
昨
年
の
診

療
報
酬
改
定
で
は
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／

Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
お
よ
び
ニ
ッ

ケ
ル
チ
タ
ン
ロ
ー
タ
リ
ー
フ
ァ

イ
ル
加
算
（
Ｎ
Ｒ
Ｆ
加
算
）
の

新
設
、
口
腔
機
能
管
理
料
お
よ

び
小
児
口
腔
機
能
管
理
料
の
対

象
年
齢
の
拡
大
な
ど
が
行
わ
れ

た
。
し
か
し
、
①
歯
科
用
金
属

ア
レ
ル
ギ
ー
で
は
な
い
患
者
の

場
合
、
大
臼
歯
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー
、
お
よ
び
Ｃ
Ａ

2024年度2024年度

診療報酬改定診療報酬改定

中医協で

議論始まる

か
強
診
等
の
施
設
基
準
が
中
心

口
腔
疾
患
の
重
症
化
予
防
・
口
腔
機
能
の
管
理
等

焦
点
に

Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
の
製
作
に
は
７

番
が
す
べ
て
残
存
し
て
い
る
必

要
が
あ
る
、
②
Ｎ
Ｒ
Ｆ
加
算
に

は
手
術
用
顕
微
鏡
お
よ
び
歯
科

用
Ｃ
Ｔ
の
使
用
が
必
須
で
あ

る
、
③
口
腔
機
能
管
理
料
に
は

特
定
の
機
器
を
用
い
て
下
位
症

状
を
確
認
す
る
、
と
い
う
算
定

要
件
が
あ
る
な
ど
厳
し
く
設
定

さ
れ
て
い
る
。
協
会
は
今
回
の

要
請
で
、
保
険
適
用
の
拡
大
を

推
進
す
る
視
点
か
ら
そ
れ
ら
要

件
の
緩
和
を
求
め
た
。

ま
た
、
日
常
診
療
で
行
わ
れ

て
い
る
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
レ
ジ
ン

隔
壁
、
お
よ
び
抜
歯
後
に
製
作

す
る
暫
間
的
な
レ
ジ
ン
歯
ダ
イ

レ
ク
ト
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
ブ
リ
ッ

ジ
な
ど
の
評
価
の
新
設
、
歯
周

病
安
定
期
治
療
の
短
縮
要
件
の

緩
和
な
ど
を
求
め
た
。

協
会
は
、
現
場
で
起
き
て
い

る
問
題
の
改
善
を
厚
労
省
に
要

求
し
て
い
く
。
不
合
理
な
こ
と

や
国
民
に
歯
科
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
改
善
が
必
要
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
協
会
に
ご
相
談
い

た
だ
き
た
い
。

＜在宅ついて （その １ ） の論点～歯科訪問診療～＞

・ 年齢や疾患等の患者の状態や口腔の状態、 療養する場所等

に応じた在宅歯科医療を推進する観点から、 歯科訪問診療

に係る歯科診療報酬上の評価について、どのように考えるか。

＜歯科医療について （その １ ） の論点＞
・ かかりつけ歯科医に求められる機能や病院における歯科医療

など、 歯科医療機関の機能 ・ 役割に応じた評価について、

どのように考えるか。  

・ 医科歯科連携やリハビリテーション ・ 栄養 ・ 口腔の連携、 介

護との連携など、 関係者との連携をさらに推進する観点か

ら、 診療報酬のあり方についてどのように考えるか。  

・ 歯科外来診療における院内感染防止対策や患者にとってより

安全で安心できる外来診療の環境の整備の評価について、

どのように考えるか。

・ 口腔疾患の重症化予防や年齢に応じた口腔機能管理をさら

に推進するため、 歯科衛生士による実地指導の評価も含め、 

診療報酬のあり方について、 どのように考えるか。 また、 障

害者等の歯科診療を行う上で配慮を要する患者に対する評

価について、 どのように考えるか。  

・ 新型コロナウイルス感染症の拡大時の臨時的な取扱いにおけ

る実施状況等をふまえ、 電話や情報通信機器を用いた歯科 

診療の評価について、 どのように考えるか。

・生活の質に配慮した歯科医療の提供等を推進する観点から、

歯科固有の技術の評価について、 どのように考えるか。

表

（左から）山路正登氏、奥田章子氏、坪田有史会長

中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会

（
以
下
、
中
医
協
）
の
総
会
が

７
月
12
日
に
開
催
さ
れ
、
歯
科

の
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け

た
議
論
が
始
ま
っ
た
。
冒
頭
、

厚
生
労
働
省
は
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
に
求
め
ら
れ
る
機
能
や

役
割
に
応
じ
た
評
価
な
ど
を
論

点
と
し
て
示
し
た
（
左
表
）。

在
宅
医
療
に
つ
い
て
、診
療

側
の
林
正
純
氏
（
日
本
歯
科
医

師
会
副
会
長
）
は
、①
歯
科
訪

問
診
療
の
時
間
要
件
の
検
討
、

②
歯
援
診
の
機
能
に
応
じ
た
適

切
な
評
価
、③
訪
問
歯
科
衛
生

指
導
に
お
け
る
要
介
護
者
に
対

す
る
口
腔
健
康
管
理
が
さ
ら
に

推
進
さ
れ
る
よ
う
に
診
療
報
酬

と
介
護
報
酬
の
双
方
で
の
検

討
、④
人
生
の
最
終
段
階
に
お

い
て
歯
科
が
適
切
に
介
入
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
の
構

築
、な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

続
い
て
林
氏
は
、
歯
科
医
療

に
つ
い
て
、
か
強
診
と
他
の
施

設
基
準
を
比
較
す
る
と
重
な
る

部
分
が
多
い
と
し
、
重
複
部
分

の
整
理
を
求
め
た
。
ま
た
、
今

後
も
感
染
対
策
は
維
持
さ
れ
る

べ
き
と
し
、
外
来
環
に
つ
い
て

は
感
染
対
策
と
の
整
理
が
必
要

と
発
言
し
た
。
歯
周
病
安
定
期

治
療
（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
）
や
歯
周
病
重

症
化
予
防
治
療
（
Ｐ
重
防
）
に

つ
い
て
林
氏
は
、「
複
雑
な
部

分
が
あ
る
」
と
し
て
、
分
か
り

や
す
い
要
件
と
す
る
こ
と
を
求

め
た
。
加
え
て
、
口
腔
機
能
の

維
持
・
管
理
に
対
す
る
訓
練
へ

の
評
価
も
求
め
た
。
さ
ら
に
、

歯
科
衛
生
士
が
行
う
指
導
の
正

当
な
評
価
を
求
め
た
ほ
か
、
電

話
や
情
報
通
信
機
器
を
用
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
口
腔
機
能
や
摂
食
機
能
の

評
価
、
顔
面
領
域
の
疼
痛
な
ど

の
管
理
も
検
討
す
べ
き
と
し

た
。
最
後
に
、
歯
科
の
補
綴
物

に
つ
い
て
は
、
市
場
価
格
に
左

右
さ
れ
な
い
歯
科
用
材
料
の
導

入
を
求
め
た
。

一
方
、
支
払
側
の
松
本
真
人

氏
（
健
康
保
険
組
合
連
合
会

理
事
）
か
ら
は
、
機
能
や
実
績

と
関
連
の
な
い
初
診
料
や
再
診

料
の
引
き
上
げ
が
続
い
て
い
る

こ
と
、
予
防
的
な
部
分
に
保
険

診
療
の
領
域
が
拡
大
し
て
い
く

こ
と
に
対
し
、
強
い
問
題
意
識

を
示
し
た
。

歯
の
保
存
や
口
腔
機
能
の
維

持
に
は
、
重
症
化
を
予
防
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
歯
科
臨

床
の
基
本
で
あ
る
。
そ
の
こ
と

を
否
定
す
る
よ
う
な
意
見
が
出

さ
れ
た
こ
と
は
遺
憾
で
あ

る
。
協
会
は
引
き
続
き
、
適
切

な
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
厚

労
省
に
要
請
し
て
い
く
。

東京歯科保険医協会は設立東京歯科保険医協会は設立5050周年を迎えました周年を迎えました

協
会
が
都
内
各
自
治
体
に
要

望
を
出
し
て
い
た
物
価
高
騰
対

策
に
つ
い
て
、
各
自
治
体
で
支

援
策
が
始
ま
っ
て
い
る
。
東
京

都
で
は
昨
年
度
の
光
熱
費
支
援

の
対
象
か
ら
は
外
さ
れ
て
い
た

無
床
診
療
所
（
歯
科
医
療
機
関

含
む
）
に
対
し
て
、
一
律
１
万

円
の
光
熱
費
支
援
の

支
給
を
決
定
し
た
。

申
請
は
10
月
上
旬
か

ら
受
付
が
始
ま
る
予

定
で
あ
る
。
ま
た
、

葛
飾
区
で
は
歯
科
医

療
機
関
に
対
し
、
10

万
円
の
支
援
策
が
決

定
し
、
既
に
申
請
が

始
ま
っ
て
い
る
。
他

に
葛
飾
区
、
品
川

区
、
江
東
区
、
荒
川

区
、
目
黒
区
、
北
区

で
は
物
価
高
騰
対
策

と
し
て
の
緊
急
融
資
を
行
う
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
策
が
行

わ
れ
て
い
る
。

会
員
か
ら
は
「
電
気
代
が
倍

に
な
っ
て
い
て
厳
し
い
」「
物

価
高
騰
を
理
由
に
家
賃
の
値
上

げ
を
求
め
ら
れ
、
困
っ
て
い

る
」「
歯
科
材
料
費
が
上
が
っ

て
い
て
、
こ
れ
以
上
は
耐
え
ら

れ
な
い
」
な
ど
の
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
何
か
物
価

高
騰
対
策
で
使
え
る
助
成
金
や

支
援
金
な
ど
の
情
報
は
な
い
か

と
い
う
相
談
も
増
え
て
き
て
い

る
。
一
方
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
い
け
な
い
こ
と

や
、
診
療
報
酬
が
十

分
に
上
が
ら
な
い
こ

と
も
重
な
り
、
閉
院

す
る
歯
科
医
療
機
関

も
出
て
き
て
お
り
、

経
営
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
機
関
が
あ
る

こ
と
が
窺
え
る
。

協
会
で
は
今
後
も

情
報
が
入
り
次
第
、

会
員
に
機
関
紙
、ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、デ
ン

タ
ル
ブ
ッ
ク
メ
ー
ル

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
周
知
を
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。デ
ン
タ
ル

ブ
ッ
ク
に
登
録
す
る
と
メ
ー
ル

で
最
新
情
報
が
届
く
た
め
、ま

だ
登
録
を
し
て
い
な
い
先
生
は

こ
の
機
会
に
登
録
す
る
こ
と
を

お
勧
め
す
る
。

１２

物価高騰対策支援物価高騰対策支援
各自治体で支援策始まる
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第52回保団連夏季セミナー第52回保団連夏季セミナー
　７月１、２日、保団連主催の第52回保団連夏季セミナーが開催され、全国の医師・歯
科医師ら約360人が参加。ここでは当会から参加した役員３名の参加記を紹介する。

◆
早
坂
美
都
副
会
長

１
日
目
の
記
念
講
演
は
、
岸

本
聡
子
杉
並
区
長
に
よ
る
「
ミ

ュ
ニ
シ
パ
リ
ズ
ム
（
地
域
主
権

主
義
）
を
地
方
政
治
に
生
か

す
」
で
あ
っ
た
。
ミ
ュ
ニ
シ
パ

リ
ズ
ム
と
は
、
地
域
起
こ
し
に

根
付
い
た
自
治
的
な
民
主
主
義

や
合
意
形
成
を
重
視
し
、
自
由

や
市
民
権
を
公
的
空
間
で
拡
大

し
よ
う
と
す
る
運
動
の
こ
と
で

あ
る
。

２
日
目
の
東
京
大
学
大
学
院

情
報
学
環
の
藤
田
結
子
准
教
授

に
よ
る
「
性
別
役
割
分
業
を
ど

う
乗
り
越
え
る
か
」
は
、
こ
れ

か
ら
女
性
歯
科
医
師
が
全
体
の

半
数
近
く
を
占
め
る
時
代
が
到

来
す
る
に
当
た
っ
て
（
す
で
に

二
十
代
の
歯
科
医
師
の
う

ち
、
女
性
が
占
め
る
割
合
は
46

・
３
％
で
あ
る
）、
男
女
と
も

に
働
き
方
や
家
事
労
働
へ
の
意

識
改
革
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
ら
れ
て
い
た
。�

◆
加
藤
開
副
会
長

２
日
目
、
保
団
連
の
田
辺
隆

副
会
長
に
よ
る
「
２
０
２
４
年

度
医
療
・
介
護
同
時
改
定
に
向

け
て 

歯
科
医
療
を
考
え
る
」

に
参
加
し
た
。

田
辺
氏
は
冒
頭
で
、
過
去
に

保
団
連
が
厚
労
省
に
要
望
し
て

成
果
を
上
げ
て
き
た
内
容
を
整

理
し
た
後
、
次
期
診
療
報
酬
改

定
に
向
け
て
の
保
団
連
の
方

針
、
お
よ
び
改
定
要
望
項
目
を

説
明
。
そ
の
上
で
、
現
在
の
診

療
報
酬
の
問
題
点
や
不
合
理
是

正
に
つ
い
て
の
基
調
提
案
を
行

い
、
参
加
者
に
よ
る
議
論
が
行

わ
れ
た
。
田
辺
氏
は
、
歯
科
に

お
け
る
技
術
料
は
低
い
状
態
で

ほ
ぼ
据
え
置
か
れ
た
ま
ま
で
あ

り
、
既
存
の
技
術
料
の
引
き
上

げ
、
お
よ
び
新
規
技
術
導
入
を

す
る
た
め
に
は
、
歯
科
に
お
け

る
医
療
費
拡
大
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
医
科
・
歯
科
・
調
剤
全

体
の
総
枠
拡
大
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
強
く
訴
え
た
。
ま
た
、

今
後
、
厚
労
省
に
新
規
技
術
の

保
険
導
入
・
適
応
拡
大
に
つ
い

て
要
請
す
る
予
定
で
あ
る
と
説

明
し
た
。

さ
ら
に
、
要
介
護
者
が
増
え

続
け
て
い
る
中
、
今
ま
で
は
介

護
保
険
に
お
け
る
歯
科
の
居
宅

療
養
管
理
指
導
費
に
つ
い
て

は
、
要
件
の
緩
和
に
留
ま
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し

た
。今

後
、
保
団
連
に
は
、
歯
科

に
お
け
る
介
護
保
険
の
項
目
の

新
設
や
施
設
基
準
な
ど
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
期
待
し
た
い
。

�◆
川
本
弘
理
事

７
月
１
、
２
日
の
両
日
、
第

52
回
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が

開
催
さ
れ
た
。
昨
今
、
マ
イ
ナ

保
険
証
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
続
発
し

て
い
る
が
、
今
回
マ
イ
ク
を
持

っ
た
演
者
の
ど
の
方
々
か
ら
も

医
療
の
Ｄ
Ｘ
化
に
異
を
唱
え
る

意
見
は
な
く
、
む
し
ろ
医
療
は

極
め
て
Ｄ
Ｘ
と
の
親
和
性
が
高

い
分
野
で
あ
る
と
感
じ
た
。
例

え
ば
歯
科
訪
問
診
療
時
に
、
３

文
書
６
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
の

み
な
ら
ず
、
実
際
に
患
者
に
相

対
し
た
際
の
病
態
や
患
者
個
々

の
希
望
、
考
え
方
な
ど
も
ク
ラ

ウ
ド
上
に
ア
ッ
プ
す
る
こ
と

で
、
以
前
ま
で
進
言
し
に
く
か

っ
た
ヘ
ル
パ
ー
か
ら
ド
ク
タ
ー

へ
の
意
見
も
分
け
隔
て
な
く
共

有
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
ド
ク

タ
ー
と
し
て
も
前
回
訪
問
時
か

ら
の
変
化
に
戸
惑
う
こ
と
が
少

な
く
な
る
。
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用

す
る
こ
と
で
患
者
を
中
心
に
据

え
た
多
職
種
連
携
、
地
域
連
携

が
進
む
と
言
え
る
。

政
府
の
役
目
は
統
一
規
格
の

制
定
の
み
に
留
め
て
、
ア
プ
リ

の
内
容
に
関
し
て
は
、
私
た
ち

現
場
の
人
間
に
委
ね
る
の
が
肝

要
で
あ
る
。

指
導
結
果
通
知
の
遅
れ
が
改
善

医
療
指
導
監
査
業
務
等
実
施

要
領
で
は
、
新
規
個
別
指
導
お

よ
び
個
別
指
導
に
つ
い
て
、

「
指
導
結
果
に
つ
い
て
は
、
概

ね
妥
当
、
経
過
観
察
及
び
再
指

導
の
３
区
分
で
保
険
医
療
機
関

等
に
、
原
則
１
カ
月
以
内
（
遅

く
と
も
概
ね
２
カ
月
以
内
）
に

通
知
す
る
」
と
定
め
て
あ
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
概
ね
２

カ
月
以
内
に
通
知
さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
指
導
結
果
を
待
つ
会

員
か
ら
は
、「
指
導
結
果
が
２

カ
月
経
過
し
て
も
送
ら
れ
て
来

な
い
。
結
果
が
悪
い
か
ら
で
は

な
い
か
」
な
ど
の
不
安
を
訴
え

る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。こ

の
た
め
協
会
で
は
、
２
０

２
２
年
５
月
以
降
に
実
施
さ
れ

た
新
規
個
別
指
導
お
よ
び
個
別

指
導
に
お
い
て
、
指
導
日
か
ら

指
導
結
果
が
通
知
さ
れ
る
ま
で

の
期
間
を
独
自
に
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
２
カ
月
以
内
に
通
知
さ

れ
た
こ
と
は
な
く
、
早
く
て
も

約
３
カ
月
、
遅
い
も
の
で
４
カ

月
を
超
え
て
い
る
事
例
が
多
く

見
ら
れ
た
。

こ
の
結
果
を
受
け
て
、
５
月

25
日
に
関
東
信
越
厚
生
局
東
京

事
務
所
に
対
し
て
、「
指
導
結

果
の
通
知
発
出
時
期
の
遵

守
」
を
求
め
て
要
望
書
を
提
出

し
た
。
要
望
書
提
出
後
、
指
導

日
か
ら
指
導
結
果
ま
で
の
発
出

時
期
が
概
ね
２
カ
月
以
内
に
短

縮
さ
れ
、
事
態
は
改
善
に
向
か

っ
て
い
る
。

▼
指
導
な
ど
で
お
困
り
の
際
は

　

ぜ
ひ
協
会
に
ご
相
談
を

今
後
も
適
切
な
指
導
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
注
視
し
て
い

く
。
指
導
な
ど
で
困
り
ご
と
が

あ
れ
ば
遠
慮
な
く
協
会
ま
で
ご

相
談
い
た
だ
き
た
い
。

会
員
の
切
実
な
声
が
実
る

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
歯

科
保
健
状
況
を
把
握
し
、
今
後

の
歯
科
保
健
医
療
対
策
推
進
の

た
め
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
１
９
５
７
年
か

ら
６
年
周
期
で
実
施
し
て
い
た

が
、
16
年
調
査
か
ら
５
年
周
期

に
変
更
。
ま
た
、
今
回
の
調
査

は
、
本
来
は
21
年
に
実
施
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
し
、
昨
年
に
実
施
し
た
経
緯

が
あ
る
。
調
査
期
間
は
22
年
11

～
12
月
、
全
国
か
ら
無
作
為
に

抽
出
さ
れ
た
300
地
区
の
２
千
709

人
に
対
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

◆
小
児
や
若
年
者
の

　
う
歯
が
減
少

う
歯
を
持
つ
人
の
割
合
は
、

５
～
９
歳
は
２
・
５
％
で
、
改

善
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
ま

た
、
25
～
79
歳
は
80
～
90
％

台
。
80
～
84
歳
は
85
・
７
％
、

85
歳
以
上
は
83
・
８
％
を
示
し

て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
８
０

２
０
の
成
果
も
あ
り
、
か
な
り

高
齢
の
人
で
も
歯
が
残
っ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
５

歳
以
上
15
歳
未
満
の
１
人
平
均

Ｄ
Ｍ
Ｆ
歯
数
（
Ｄ
Ｍ
Ｆ
Ｔ
指

数
）
に
つ
い
て
厚
労
省
は
、

「
近
年
著
明
な
減
少
傾
向
を
示

し
て
い
た
」
と
、
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。

歯
を
磨
く
頻
度
や
歯
や
口
の

清
掃
状
況
に
関
し
て
は
、
１ 

歳
以
上
で
は
、
毎
日
歯
を
磨
く

人
の
割
合
は 

97
・
４
％
、
毎

日
２
回
以
上
歯
を
磨
く
人
の
割

合
は
79
・
２
％
で
あ
っ
た
。
デ

ン
タ
ル
フ
ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ

を
用
い
た
歯
間
部
清
掃
を
行
っ

て
い
る
の
は
全
体
で
50
・
９

％
、
舌
清
掃
を
行
っ
て
い
る
の

は 

21
・
１
％
で
あ
っ
た
。

◆
15
歳
以
上
の
平
均
喪
失
歯
は

　
５
・
３
本
、
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト

　
４
mm
ミ
リ
以
上
は
47
・
９
％

一
方
、
喪
失
歯
数
を
年
齢
層

別
に
み
る
と
、
15
歳
以
上
の
1

人
平
均
喪
失
歯
数
は
５
・
３

本
。
65
～
74
歳
で
６
・
０
本
、

75
～
84
歳
で
11
・
２
本
、
85
歳

以
上
で
14
・
１
本
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
10
歳
以
上
で
「
歯

肉
出
血
を
有
す
る
」
の
は
全
体

の
44
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
４
mm
以
上

は
、
全
体
で
は
47
・
９
％
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
高
齢

で
も
歯
が
残
っ
て
い
る
人
が
増

え
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

◆
歯
科
検
診
受
診
率
は

　
58
・
０
％

な
お
、こ
の
１
年
間
に
歯
科
検

診
を
受
け
た
人
は
全
体
で
58・０

％
、
男
性
で
は
30
～
50
歳
未
満

の
年
齢
階
級
で
歯
科
検
診
受
診

者
が
低
い
傾
向
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。

　
東
京
を
中
心
と
す
る
全
国
の

保
険
医
ら
が
国
を
相
手
取
り
、

保
険
医
ら
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認（
以
下
、オ
ン
資
）を
行

う
こ
と
な
ど
の
義
務
が
な
い
こ

と
の
確
認
を
求
め
た
訴
訟
の
第

取材陣が多数参加した記者向け説明会の会場取材陣が多数参加した記者向け説明会の会場

オン資「義務化」撤回訴訟オン資「義務化」撤回訴訟

原告団総数は７月21日時点で１３００人超

森元主税氏(左)と橋本健一氏

２
回
口
頭
弁
論
が
６
月
29
日
、

東
京
地
裁
で
開
か
れ
た
。

　
原
告
団
の
一
員
と
し
て
森
元

主
税
氏
、橋
本
健
一
氏（
両
氏
と

も
当
会
理
事
）が
、法
廷
内
の
原

告
団
側
の
席
で
参
加
し
た
。今

回
は
、国
側
が
具
体
的
な
主
張

内
容
を
示
し
た
ほ
か
、次
回
期

日
は
９
月
12
日
に
決
ま
っ
た
。

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
記
者
向
け

の
説
明
会
で
は
、ま
ず
小
野
高

広
弁
護
士
が
、オ
ン
資
義
務
化

が
健
康
保
険
法
の
委
任
の
範
囲

に
含
ま
れ
る
か
否
か
が
今
後
の

最
大
の
争
点
に
な
る
こ
と
を
強

調
し
、「
国
が
示
し
た
書
面
の
中

で
最
も
分
厚
い
部
分
」と
明
か

し
た
。

　
続
い
て
、喜
田
村
洋
一
弁
護

士
が
国
側
の
準
備
書
面
に
つ
い

て
、「
逃
げ
る
こ
と
な
く
正
直
に

戦
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
印
象
」

と
し
、「
法
律
全
体
を
読
め
ば
、

オ
ン
資
義
務
化
が
委
任
に
含
ま

れ
る
と
い
う
主
張
に
は
無
理
が

あ
る
」と
し
、改
め
て
原
告
側
の

主
張
と
論
点
を
訴
え
た
。

▼
歯
科
の
窮
状
を
訴
え
る

　
説
明
会
に
は
原
告
団
も
参
加

し
、森
元
氏
は
オ
ン
資
義
務
化

に
つ
い
て「
歯
科
の
場
合
、１
人

で
や
っ
て
い
る
先
生
へ
の
負
担

は
か
な
り
大
き
い
」と
、医
療
現

場
の
窮
状
を
訴
え
た
。ま
た
、橋

本
氏
が「
世
間
で
は
オ
ン
資
導

入
に
乗
り
遅
れ
る
医
療
機
関
に

批
判
的
な
意
見
も
あ
る
が
、マ

ス
コ
ミ
は
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
」と
意
見
を
求
め
る
と
、

記
者
サ
イ
ド
か
ら
は
、「
医
師・

歯
科
医
師
は
Ｉ
Ｔ
の
専
門
家
で

は
な
い
。オ
ン
資
の
導
入
を
丸

投
げ
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
況

は
良
く
な
い
」な
ど
の
発
言
が

あ
り
、医
療
現
場
へ
の
理
解
を

深
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

▼
第
３
次
訴
訟
提
起
を
予
定

　
本
訴
訟
に
は
７
月
21
日
時
点

で
、１
千
392
人
が
原
告
と
し
て

参
加
し
て
い
る
。原
告
団
は
第

３
回
口
頭
弁
論
が
開
か
れ
る
9

月
12
日
ま
で
に
、第
３
次
訴
訟

を
提
起
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。

          

厚
生
労
働
省
の
取
り
ま
と
め

歯
科
疾
患
実
態
調
査

2022年2022年

 

８
０
２
０
達
成
率
は
51
・
６
％
で
微
増

厚
生
労
働
省
は
６
月
29
日
、
２
０
２
２
年

歯
科
疾
患
実
態
調
査
の
結
果
を
取
り
ま
と
め

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
歯
の
状
況
で
は
、

「
８
０
２
０
」
達
成
率
は
51
・
６
％
で
、
前

回
16
年
調
査
時
の
51
・
２
％
と
比
べ
、
や
や

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
歯
科
検
診
の
受
診

状
況
に
つ
い
て
は
、「
過
去
１
年
間
に
歯
科

検
診
を
受
診
し
た
人
の
割
合
」
は
58
・
０
％

で
、
男
性
よ
り
女
性
の
受
診
率
が
高
い
傾
向

に
あ
る
。
歯
肉
の
状
況
に
関
し
て
は
、「
４

mm
以
上
の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
を
持
つ
人
の
割

合
」
は
全
体
で
は
47
・
９
％
で
、
高
齢
に
な

る
に
し
た
が
っ
て
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

争点は法律の委任争点は法律の委任

（ 2）第６４１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２３年（令和５年）８月１日 （第三種郵便物認可）
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お知らせ
 【例】患者提供文書を購入した場合の送料の変更額　（税込）

購入冊数 送料
7月31日まで

送料
8月1日～

送料
値上げ金額

     1～6冊   667円         678円         11円
      7～17冊   865円         942円         77円

18～34冊 1,082円 1,225円 143円

※書籍購入時は、代金引
　換となり書籍代・送料・
　代引手数料をお受け取
　りの際にお支払いいた
　だきます。

※送料は、サイズ・重さ・
　届け先により異なりま
　すのでご了承ください。

　この度、ヤマト運輸株式会社より、資源・エネルギー価格や原材料価格の上
昇など物価高騰の影響を受け、送料を値上げするとの連絡がありました。会員
の皆様にはできる限り影響がないよう交渉を行って参りましたが、本年 8月
1日（ 7月31日受付分）より送料の金額を変更させていただくこととなりま
した。購入時には、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。
　また、協会事務所でも購入できますので、ご希望の方は事前にご連絡くださ
い。ご不明な点は協会組織部（☎ 03－3205－2999）までご連絡ください。

 【８月１日以降】書籍購入時の送料が変更となりますお知らせ

東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（ 3） 第６４１号 ２０２３年（令和５年）８月１日（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

７
月
９
日
、
ワ
イ
ム
貸
会
議

室
高
田
馬
場
に
て
、
新
規
開
業

医
講
習
会
を
開
催
し
、
新
規
個

別
指
導
を
控
え
た
開
業
医
や
保

険
請
求
な
ど
の
知
識
向
上
を
目

的
と
し
た
勤
務
医
ら
計
30
名
が

参
加
し
た
。
冒
頭
、
山
本
鐵
雄

副
会
長
が
「
保
険
請
求
や
返
戻

対
応
、
指
導
対
策
で
困
っ
た
時

に
は
一
人
で
悩
ま
ず
に
協
会
に

連
絡
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し

た
。講

師
陣
か
ら
は
指
導
で
指
摘

さ
れ
や
す
い
項
目
を
中
心

に
、
カ
ル
テ
記
載
や
保
険
と
自

費
の
混
合
診
療
の
考
え
方
、
直

近
の
指
導
で
の
具
体
的
な
指
摘

事
項
の
解
説
を
行
っ
た
。
ま

た
、
日
常
で
の
保
険
請
求
で
も

覚
え
て
お
き
た
い
ル
ー
ル
や
返

戻
に
な
り
や
す
い
項
目
と
対
応

方
法
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
説
明

し
た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
「
噛
み
く
だ
い
て
説
明
さ

れ
た
の
で
、
と
て
も
分
か
り
や

す
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が
寄
せ

ら
れ
た
。
次
回
は
10
月
15
日
に

開
催
す
る
。
新
規
指
導
を
控
え

て
い
る
先
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
カ
ル
テ
記
載
や
保
険
請
求

を
学
び
直
せ
る
講
習
会
の
た

め
、
指
導
が
終
了
し
た
先
生
や

勤
務
医
の
先
生
方
に
も
ぜ
ひ
受

講
い
た
だ
き
た
い
。

社会医療診療行為別統計社会医療診療行為別統計
厚
生
労
働
省
は
、「
２
０
２
２

年
（
令
和
４
年
）
社
会
医
療
診

療
行
為
別
統
計
」（
以
下
、
行

為
別
統
計
）
の
概
況
を
公
表
し

た
。
こ
の
統
計
は
、
全
国
の
保

険
医
療
機
関
お
よ
び
保
険
薬
局

か
ら
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払

基
金
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
に
提
出
さ
れ
、
22
年

６
月
審
査
分
と
し
て
審
査
決
定

さ
れ
た
医
療
保
険
制
度
の
レ
セ

プ
ト
お
よ
び
調
剤
レ
セ
プ
ト
の

う
ち
、「
レ
セ
プ
ト
情
報
・
特

定
健
診
等
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（N
D
B

＝N
a
tio

n
a
l 

D
atabase

の
略
）」
に
蓄
積

さ
れ
る
も
の
す
べ
て
を
集
計
対

象
と
し
て
い
る
。

対
象
と
な
っ
た
歯
科
の
件
数

は
全
国
で
１
千
890
万
2
千
659

件
。
歯
科
の
１
件
当
た
り
点
数

は
、
１
千
278
・
３
点
（
対
前
年

０
・
５
％
増
）
、
１
日
当
た
り

点
数
は
、
796
・
３
点
（
同
２
・

３
％
増
）
と
な
っ
た
。
ま
た
、

前
年
21
年
と
比
べ
て
、
最
も
大

き
い
減
少
幅
は
処
置
０
・
９
ポ

新
規
個
別
指
導
を
中
心
に
解
説

今
後
の
診
療
に
役
立
つ
知
識
向
上
の
た
め
に

新
規
開
業
医
講
習
会
を
開
催

「
第
１
回
こ
れ
か
ら
始
め
る

　
歯
科
訪
問
診
療
講
習
会

 
 
 ‒

保
険
請
求
の
基
本‒

」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催

協
会
は
６
月
26
日
、
協
会
会

議
室
で
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

を
併
用
し
、「
第
１
回
こ
れ
か

ら
始
め
る
歯
科
訪
問
診
療
講
習

会
―
保
険
請
求
の
基
本
―
」
を

開
催
。
こ
れ
か
ら
歯
科
訪
問
診

療
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
先

生
を
中
心
に
82
名
が
参
加
し

た
。
昨
今
、
重
要
性
が
増
し
て

い
る
歯
科
訪
問
診
療
に
つ
い

て
、
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
窺
え
た
。

挨
拶
は
馬
場
安
彦
副
会
長
が

務
め
、
池
川
裕
子
理
事
が
講
師

を
担
当
し
た
。

講
習
会
は
居
宅
へ
の
訪
問
を

想
定
し
た
内
容
で
行
わ
れ
、
歯

科
訪
問
診
療
を
行
う
上
で
不
安

要
素
と
な
っ
て
い
る
保
険
請
求

の
方
法
を
中
心
に
医
療
保
険
と

介
護
保
険
の
給
付
調
整
、
同
一

建
物
と
単
一
建
物
、
よ
く
あ
る

返
戻
事
例
の
紹
介
、
指
導
に
お

け
る
指
摘
事
項
な
ど
、
こ
れ
か

ら
歯
科
訪
問
診
療
を
行
い
保
険

請
求
を
す
る
上
で
知
っ
て
お
き

た
い
内
容
を
丁
寧
に
解
説
し

た
。
終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
不
安
だ
っ
た
保
険
請
求
に

つ
い
て
よ
く
理
解
で
き
た
」

「
よ
り
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
た
」「
非
常
に
わ
か
り
や
す

い
説
明
だ
っ
た
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
好
評
だ
っ
た
。
当
日

の
講
習
会
の
様
子
は
、
短
縮
版

と
し
て
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
内
で

オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
予
定
。

院
内
感
染
防
止
対
策
講
習
会
を
開
催

協
会
は
６
月
29
日
お
よ
び
７

月
19
日
に
院
内
感
染
防
止
対
策

講
習
会
を
開
催
。
２
日
間
で
Ｗ

Ｅ
Ｂ
参
加
は
161
名
、
会
場
参
加

21
名
の
計
182
名
が
参
加
し

た
。
新
規
届
出
や
、
更
新
を
目

的
と
し
た
会
員
が
参
加
し

た
。
本
講
習
会
は
会
場
開
催
の

他
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

使
用
し
、
自
宅
や
診
療
所
か
ら

で
も
参
加
が
で
き
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
の
形
態
で
も
行
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
等

を
踏
ま
え
、
昨
年
度
開
催
し
た

講
習
内
容
を
刷
新
し
、
Ｂ
型
肝

炎
や
新
興
感
染
症
へ
の
感
染
防

止
対
策
等
を
含
ん
だ
講
演
が
行

わ
れ
た
。
会
員
か
ら
は
「
内
容

が
充
実
し
て
い
て
わ
か
り
や
す

か
っ
た
」「
洗
浄
の
大
切
さ
が

よ
く
わ
か
っ
た
」「
ス
タ
ッ
フ

に
も
講
習
の
内
容
を
聞
か
せ
た

い
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。今

後
も
要
望
に
応
じ
て
開
催

を
し
て
い
く
。
施
設
基
準
の
届

出
等
の
相
談
が
あ
る
場
合
に

は
、
協
会
ま
で
連
絡
を
い
た
だ

き
た
い
。

る
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、

血
管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体

型
認
知
症
の
病
態
お
よ
び
特

徴
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
の
診

断
法
等
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

ほ
か
患
者
対
応
の
仕
方
に
つ
い

て
実
際
の
臨
床
現
場
の
動
画
と

と
も
に
解
説
し
た
。

個
人
立
診
療
所
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
患
者
の
治
療
に
難

色
を
示
し
て
い
る
現
状
を
紹
介

し
、
平
野
氏
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
し
、
多
く
の
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
等
へ
の
周
知

に
も
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
最
後

に
認
知
症
の
専
門
家
で
な
く
て

も
、
口
の
専
門
家
と
し
て
認
知

症
患
者
や
家
族
と
向
き
合
う
こ

と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

な
お
、
講
師
の
ご
厚
意
に
よ

り
、
８
月
か
ら
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ

ク
内
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
。

その他の行為
４.０％

有床義歯以外
２５.８％

有床義歯
６.１％

手術
２.６％

処置
１９.６％ 画像診断

４.３％

検査
７.４％

在宅医療
３.２％

医学管理等
(指導管理料 )
１４.５％

初診・再診
１２.５％

歯冠修復及び
欠損補綴
３１.９％

歯　科
７９６.３点

診療行為別にみた１日当たり点数の構成割合

その他の行為
２.８％

有床義歯以外
３９.１％

有床義歯
１２.５％ 手術

３.８％

処置
１５.０％

画像診断
３.１％

検査
４.７％

在宅医療
０.４％

医学管理等
(指導管理料 )

７.１％
初診・再診
１１.５％

歯冠修復及び
欠損補綴
５１.６％

歯　科
６１５.０点

講師：阿部菜穂理事講師：阿部菜穂理事

講師：加藤開副会長講師：加藤開副会長講師：島倉洋造社保・学術部員講師：島倉洋造社保・学術部員

６
月
22
日
、
第
１
回
学
術
研

究
会
を
協
会
会
議
室
と
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
併
用
し
開
催

し
た
。「
認
知
症
の
人
の
口
を

支
え
る
基
礎
知
識
：
出
来
な
い

理
由
に
し
な
い
た
め
に
」
を
テ

ー
マ
に
、
平
野
浩
彦
氏
（
東
京

都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
歯

科
口
腔
外
科
部
長
・
同
研
究

所
、
自
立
促
進
と
精
神
保
健
研

究
チ
ー
ム
研
究
部
長
）
が
登
壇

し
、
総
勢
103
名
が
参
加
し
た
。

講
演
で
は
三
大
認
知
症
で
あ

第第
１１
回
学
術
研
究
会

回
学
術
研
究
会

  

認
知
症
を
〝
口
〟
か
ら
支
え
る
に
は

　
　
　
　
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
で
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
中

検査増　初診・再診減
 対前年度比

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年 2022年
初診・再診 11.5 % 11.7 % 12.6 % 12.8 % 13.1 % 12.5 %
医学管理等
(指導管理料) 7.1 % 10.1 % 12.9 % 10.4 % 14.0 % 14.5 %

在宅医療 0.4 % 0.7 % 2.1 % 2.7 % 3.1 % 3.2 %
検査 4.7 % 6.2 % 6.5 % 6.6 % 6.2 % 7.4 %
画像診断 3.1 % 3.7 % 3.7 % 4.1 % 4.1 % 4.3 %
処置 15.0 % 15.8 % 16.5 % 19.1 % 20.5 % 19.6 %
手術 3.8 % 3.3 % 3.0 % 2.8 % 2.6 % 2.6 %
有床義歯 12.5 % 12.5 % 9.2 % 7.7 % 6.0 % 6.1 %
有床義歯以外 39.1 % 33.1 % 30.6 % 29.5 % 26.4 % 25.8 %
その他の行為 2.8 % 2.8 % 2.9 % 4.1 % 3.9 % 4.0 %

イ
ン
ト
減
、
次
い
で
初
診
・
再

診
と
有
床
義
歯
以
外
が
0
・
６

ポ
イ
ン
ト
減
と
続
い
た
。

一
方
で
21
年
度
と
比
べ
て
最

も
大
き
い
増
加
幅
は
検
査
１
・

２
ポ
イ
ン
ト
増
、
次
い
で
医
学

管
理
等
（
指
導
管
理
料
）
が
０

・
５
ポ
イ
ン
ト
増
で
あ
っ
た
。

国
民
の
口
腔
状
態
が
改
善
さ

れ
、
治
療
の
中
心
が
補
綴
治
療

か
ら
、
歯
周
治
療
や
口
腔
の
維

持
管
理
へ
と
、
治
療
内
容
の
シ

フ
ト
が
続
い
て
い
る
。
特
に
高

齢
化
に
伴
い
歯
科
診
療
所
へ
通

院
が
で
き
な
い
患
者
が
増
え
て

い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
今
後
も

継
続
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

２
０
０
１
年
6
月
診
療
分
と

21
年
後
の
２
０
２
２
年
6
月
診

療
分
の
構
成
割
合
を
比
較
し
た

と
こ
ろ
、
01
年
に
は
歯
冠
修
復

及
び
欠
損
補
綴
（
有
床
義
歯
お

よ
び
有
床
義
歯
以
外
の
合

計
）
は
、
全
体
の
51

・
６
％
を
占
め
て
い

た
が
、
22
年
に
は
31

・
９
％
（
21
年
32
・

４
％
）と
減
少
し
た
。

01
年
と
比
べ
て
、

最
も
大
き
い
減
少
幅

は
有
床
義
歯
以
外
が

13
・
３
ポ
イ
ン
ト

減
、
次
い
で
有
床
義

歯
が
６
・
４
ポ
イ
ン

ト
減
で
あ
っ
た
。
一

方
で
01
年
と
比
べ

て
、
最
も
大
き
い
増

加
幅
は
医
学
管
理
等

（
指
導
管
理
料
）
が

７
・
４
ポ
イ
ン
ト

増
、
次
い
で
処
置
が

４
・
６
ポ
イ
ン
ト
増

で
あ
っ
た
。

２０２２年度２００１年度
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に規定するインボイスを保存しているものに
限られます。登録するかの判断基準は、消費
税を納税しているか、免除されているかを確
認してください。基準期間(※)課税売上高が
1,000万円以下の事業者は、納税の義務が免
除されます。
(※)　法人の場合は２期前、個人事業者の場
合は２年前。それをもとに、「イン
ボイス制度の概要」の「事業者ご
との対応の必要性は？」の表（右
記QRコード）をご覧ください。

Q　「仕入税額控除」とは何か。

A　「仕入税額控除」とは、消費税の申告に
際して、売上税額から仕入税額を差し引くこ
とです。

Q　金属買取業者から、インボイス登録をし
ているかの確認の通知がきた。どういうこと
か。

A　金属買取業者は、買取先がインボイスを
登録していないと、仕入税額控除ができない
場合もあります。仕入税額控除ができない
と、金属買取業者は利益が減少してしまいま
す。よって事前に状況把握のため、調査をし
ているようです。

Q　経過措置はないのか？

経営・税務相談Q＆A  No.407

インボイス制度
～よくあるご質問をご紹介します！～

　10月から始まるインボイス制度。協会に
も、問い合せが増えてきています。協会では
４月号に、「インボイス制度の概要」をわか
りやすくご紹介しています。協会HPからも
ご覧いただけますので、ぜひQRコードより
ご確認ください。また、今号と次号の２回に
わたって、先生方からよくいただく質問をご
紹介いたします。

Q　よく「インボイス制度」のことを聞く
が、どのような制度か。登録をする必
要があるかの判断基準を教えてほしい。

A　「インボイス制度」とは、課税売上に係
る消費税の集計額から課税仕入に係る消費税
の集計額を差引控除して、消費税として申告
納税する制度です。
　課税売上とは、消費税が課税される売上の
ことです。歯科医療機関では、自費収入、金
属買取売上、健診事業団体(歯科医師会、市
区町村、企業など)からの報酬などがあげら
れます。
　インボイス制度が始まると、消費税の計算
において仕入税額控除できるのは、消費税法

A　取引先向け、インボイス登録をした免税
事業者向けに設定されています。詳細はQR
コードからアクセスしてください。
　また、古物商においては、古物商特例とい
うものが設定されます。金属買取業者は古物
商の許可を受けている場合があります。古物
商特例とは、古物商が適格請求書の発行を受
けることが困難な取引の場合には、一定の事
項を記載した帳簿の保存のみで仕入税額控除
が認められています。特例が適用されるため
には、次の４点を満たす必要があります。
１．古物商であること
２．インボイス発行事業者以外の者から仕入
　　れた古物であること
３．仕入れた古物が棚卸資産であること
４．一定の事項が記載された帳簿を保存する
　　こと
　業者によっては古物商特例が適用されるこ
ともありますので、取引している金属買取業
者に確認してみてはいかがでしょうか。

＜参考＞
①日税連：インボイス制度実施
に当たっての経過措置について

②財務省：インボイス制度の負
担軽減措置のよくある質問とそ
の回答

◆協会では８月31日㈭に「インボイス制度研

　究会」を開催します（５面参照）。ご興味

　のある方は、ぜひご参加ください。
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ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト

製作、運用、コン

サルティングを行

い歯科関連サイト

の運用は常時120

件を数える。

相談室

ITIT

永田 康祐
クレセル株式会社

マイナンバーカードのマイナンバーカードの不具合不具合
何何がが起起きているのかきているのか？？

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

日日  時時：：8 月 24 日（木） 午後 2 時～5 時 

※8 月のみ、第４木曜日の開催です。 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 
 

無料相談
 

 

トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

 
法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

 

第第１１回東京都歯科医師認知症対応力向上研修回東京都歯科医師認知症対応力向上研修

のご案内のご案内

　東京都福祉局より、「認知症対応力向上研修」開催の周知依頼がありまし
たのでお知らせいたします。

　都内に勤務する歯科医師や歯科医療従事者を対象に、認知症のご本人・ご
家族を支えるために必要となる基本知識や、対応に当たっての歯科診療の実
践および、地域・生活における実践等に係る研修をライブ配信形式で開催し
ます。ぜひご参加ください。

日　時　８月30日（水）午後６時から午後８時30分
対象者：都内在勤の歯科医師（定員300名）
　※　都内に医療機関を開設している歯科医師を含みます
　※　歯科衛生士等の歯科医療従事者も受講可能ですが、定員超過時は歯科
　　　医師を優先します
形式：Zoomによるライブ配信
 　　  （詳細は、参加者に別途お知らせいたします）
参加費：無料（データ通信料は受講者の負担となります） 
申込方法：『申込サービス』のユーザー登録後、８月９日（水）正午までに
　　　　　研修の受講登録を行ってください
▼『申込サービス』のユーザー登録
　　URL：https://e-apply.metro.tokyo.lg.jp/portal/s/policy

▼『申込サービス』ユーザー登録後、以下のURLより、研修
　　会の受講登録を行ってください
　　URL：https://e-apply.metro.tokyo.lg.jp/s/?tabset-c32ed=2

　　※入力いただいた個人情報は研修資料・修了証・受講証の
　　　送付等にのみ利用いたします。
１．リンクのページ内の手続の選択から08_認知症対応力向上
　　研修（かかりつけ医・看護師研修１・看護師研修２・歯科
　　医師研修）（８）をクリック
２．「令和５年度第１回東京都歯科医師認知症対応力向上研修応
　　募フォーム」をクリックし「手続きに進む」

▼利用規約等
　　URL：https://e-apply.metro.tokyo.lg.jp/s/

ユーザー登録

受講登録

利用規約等

インボイス制度ってなに？



（ 5） 第６４１号 ２０２３年（令和５年）８月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内

　2023年度の新規個別指導は、概ね開業後、半年～８カ月以内
の医療機関が選定されています。指導対策は通知が届く前に、
早い段階で準備を進めることが大切です。
　講習会では指導で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基本的なルール
やカルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説します。指導対
策としてだけではなく、これから開業を検討している先生や、もう一度、保
険診療について勉強したい先生、勤務医の先生にもぜひご参加いただきたい
講習会です。

日　時　10月15日（日）午後12時～５時
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F（＊2）
定　員　50名
参加費　会　　員：13,000円
　　　　未入会員：30,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

第第２２回新規開業医講習会回新規開業医講習会

＊１　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　
交　通　JR山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－9 TDビル
（交通は東京歯科保険医協会と同じ）

＊3　Web開催・配信はＺoomウェビナーを使用します。

　開業医が行う歯周病の治療の要点と長期管理についてご講演いただく予定
です。今回は谷口威夫先生を講師にお招きします。明日からの臨床に役立つ
講習会になりますのでぜひご参加ください。なお、講演内容の要点は、後日
配信されるデンタルブックメールニュースやホームページをご覧ください。

日　時　10月18日（水）午後７～９時
講　師　谷口　威夫 氏（谷口歯科医院／日本歯周病学会認定歯周病専門医・
　　　　　　　　　　　指導医他）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊3）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからお申し込みいただけます。

第第２２回学術研究会回学術研究会 
「開業医が行う歯周病の治療の要点と「開業医が行う歯周病の治療の要点と

長期管理について（仮）」長期管理について（仮）」 予約フォーム

　毎年好評のシャープニング・SRP実習の講習会です 全３回の
うち、10月26日の「SRP(手用スケーラー編)」はご好評につき
定員となりました。キャンセル待ちのみ受け承ります。
９月はキュレット型スケーラーの形態に基づいた望ましいシ

ャープニング法について講義、その後、少人数のグループに分
かれ、分度器やルーペなどを使用しながら実際の研ぎ方を学び
ます。11月の「SRP(手用スケーラー )編」では、実際に超音波
スケーラーを使用し、効果的な手技方法などを学びます。シャ
ープニングやSRPを基本から学び直したい方はぜひご参加くだ
さい。
※各回参加人数に制限があります。お申し込みのタイミングに
よっては、キャンセル待ちとなる場合があります。予めご了承ください。

日　時　「シャープニング編」                 ９月28日(木)　午後６時30分～９時
　　　　「SRP(手用スケーラー )編」     10月26日(木)　午後６時30分～９時
　　　　「SRP(超音波スケーラー )編」11月30日(木)　午後６時30分～９時
講　師　新田 浩氏（東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科
　　　　　　　　　総合診療歯科学分野教授）
会　場　東京歯科保険医協会 ６F 会議室（＊１）
定　員　「シャープニング編」             　25名
　　　　「SRP(手用スケーラー )編」　  ※キャンセル待ち
　　　　「SRP(超音波スケーラー )編」20名
対　象　会員の歯科医院勤務の歯科衛生士
参加費　10,000円( １名／各回)
予　約　QRコードからお申し込みください。

ドクター・スタッフ講習会ドクター・スタッフ講習会

～シャープニング・ＳＲＰ実習～～シャープニング・ＳＲＰ実習～

　2023年10月より始まるインボイス制度について、そもそもどの
ような制度なのか、歯科医院にはどのような影響があるのか、歯
科医院は登録したほうが良いのかなどを協会の顧問税理士である枇杷阪隆貴氏
がわかりやすく解説します。インボイス制度の登録期限は９月末までです。登
録期限の前に自院が登録すべきかを当研究会で今一度確認しましょう。

日　時　８月31日（木）午後７時～９時
講　師　枇杷阪 隆貴 税理士（税理士法人税制経営研究所）
会　場　東京歯科保険医協会 6F 会議室（＊１）
定　員　25名
対　象　会員、歯科医療機関の経理担当者
参加費　無料
予　約　QRコードからお申し込みください。

インボイス制度研究会インボイス制度研究会

予約フォーム

10/26 手用スケーラー

9/28シャープニング

予約フォーム

11/30 超音波スケーラー

予約フォーム

社保研究会社保研究会
　協会では、毎年、厚生局に開示請求を行っており、今年度の集
団的個別指導は９月に２日間に分けて実施されることが分かって
います。指導計画から読み取れる傾向と対策を中心にお話ししま
す。また、協会に寄せられるレセプトの返戻や減点の最近の特徴点、オンラ
イン資格確認を行うことができない場合の対応などについても解説します。
ぜひご参加ください。

日　時　９月４日（月）午後７時～９時
講　師　協会講師団
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊3）
定　員　会場参加：18名、Web参加：500名
対　象　会員とそのスタッフ
参加費　会場参加の場合、同伴者１名につき1,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム

第1回学術ベーシック講座第1回学術ベーシック講座 
－口腔機能低下症の導入から保険算定まで－－口腔機能低下症の導入から保険算定まで－

　最近「オーラルフレイル」とかメディアやSNSで聞くけど…ちゃんと患者
さんに説明できますか？ 2025年には、65歳以上の高齢者は30％になると予想
されています。患者年齢が若い医院でも、今後は年配の患者が増加する可能
性が高いです。オーラルフレイル対策は、健康寿命の延伸に繋がり、国を挙
げて推進する事業です。現在、東京都の介護施設では誤嚥・窒息による事故
が多く、今後、介護施設や患者から口腔機能低下症の訓練を依頼される機会
が増えてくると予想されます。「口腔機能低下症の診断や治療なんてうちで
は無理、でも興味はある」という先生に、ぜひ参加してほしい講習会です。

日　時　10月21日（土）午後７時～９時
講　師　松島 良次 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　東京歯科保険医協会 会議室（＊1）・Web配信（＊3）
定　員　会場参加：15名、Web参加：20名
対　象　会員
参加費　4,000円
予　約　QRコードからお申し込みください。
　　　　また、協会ホームページからお申し込みいただけます。

第第２２回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会
～歯初診・外来環・歯援診・か強診～～歯初診・外来環・歯援診・か強診～

　この講習会は、１日で「歯初診」「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基
準に対応した修了証を取得できます。また、医療法で定められている年２回
の医療安全講習会にも対応しています。
【注意】「外来環」「歯援診」「か強診」の施設基準には、研修の再受講の要件
　　　　はありません。

日　時　10月29日（日）
　　　　①歯初診、外来環、歯援診、か強診コース：午後１時～６時30分
　　　　②歯初診、外来環コース：午後４時～６時30分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 教授）
　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／
　　　　　　　　　　  我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
　　　　馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
　　　　森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ３F（＊２）
定　員　100名
対　象　会員
参加費　①のコース（４種類）：8,000円（修了証代込）
　　　　②のコース（２種類）：5,000円（修了証代込）
予　約　QRコードからお申し込みください。

予約フォーム
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能楽師にして三児の母能楽師にして三児の母
「結婚、出産しても続けられる」「結婚、出産しても続けられる」

‟‟前例作り前例作り””二足の草鞋で奮闘二足の草鞋で奮闘

あ
る
か
ら
だ
と
感
じ
ま
す
。能
楽
は
笛
・
小
鼓
・
大
鼓
・

太
鼓
と
い
う
お
囃
子
方
の
音
、
か
け
声
や
謡
と
い
っ
た

声
の
魅
力
、
ま
た
所
作
の
表
現
力
な
ど
を
通
じ
て
、
人

に
訴
え
る
も
の
が
あ
る
か
ら
こ
そ
存
続
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
何
か
と
便
利
に
変
化
し
て
き
た
社
会
の

中
で
、
変
わ
る
こ
と
な
く
何
か
を
守
っ
て
い
る
空
間
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

女
流
の
後
進
育
成
に
奔
走
「
歴
史
の
一
コ
マ
に
」

女
流
の
後
進
育
成
に
奔
走
「
歴
史
の
一
コ
マ
に
」

―
女
流
能
楽
師
の
伝
統
継
承
に
つ
い
て
ど
う
お
考
え
で

す
か
。

女
性
の
能
楽
師
が
初
め
て
玄
人
と
し
て
登
場
し
て
き

た
の
は
１
９
４
８
年
で
、
歴
史
は
ま
だ
浅
い
で
す
。
卒

論
研
究
で
女
性
の
能
楽
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
際
に

「
100
年
経
っ
た
後
に
自
分
が
そ
の
う
ち
の
一
コ
マ
で
あ

れ
ば
い
い
」
と
仰
っ
て
い
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
私
自
身
も
お
茶
の
水
女
子
大
学
時
代
の
ゼ
ミ
の
後

輩
か
ら
「
母
校
に
能
楽
研
究
会
を
作
ら
な
い
か
」
と
誘

い
を
受
け
、
今
は
そ
ち
ら
に
稽
古
を
つ
け
に
行
っ
て
い

ま
す
。
結
婚
、
出
産
を
経
て
も
続
け
ら
れ
る
前
例
に
な

れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
し
、
将
来
の
女
流
能
楽
師
が
舞
台

に
立
ち
続
け
る
た
め
の
一
コ
マ
に
な
れ
る
よ
う
、
後
世

に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
一
生
を
か
け
て
歩
ん
で
い

く
芸
能
な
の
で
、
継
承
も
含
め
て
考
え
て
い
き
た
い
で

す
。

―
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
普
門
院
に
生
ま
れ
た
旦
那
さ

ん
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
。

夫
は
お
寺
の
生
ま
れ
で
す
が
、
当
時
上
智
大
学
神
学

部
で
キ
リ
ス
ト
教
を
学
ん
で
い
た
と
い
う
変
わ
り
者
で

す
。
現
在
は
真
言
声
明
の
研
究
や
公
演
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
一
方
の
私
は
、
幼
少
期
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
ベ
ー

ス
で
育
っ
て
き
ま
し
た
。
上
智
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
巡
礼
を
し
た
際
、
メ

ン
バ
ー
に
夫
が
い
た
の
が
初
め
て
の
出
会
い
で
す
。
私

の
旧
姓
が
青
柳
で
、
夫
が
新
井
な
の
で
、
飛
行
機
の
席

順
が
隣
だ
っ
た
と
い
う
縁
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
出
会

い
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
の
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。

―
能
楽
師
と
三
児
の
母
、
二
足
の
草
鞋
を
履
く
生
活
は

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

半
年
か
ら
１
年
先
の
舞
台
に
付
随
し
て
、
リ
ハ
ー
サ

ル
や
稽
古
の
日
程
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
学
生

へ
の
お
稽
古
、
息
子
の
幼
稚
園
の
行
事
へ
の
参
加
、
小

学
校
の
保
護
者
会
で
の
委
員
の
お
仕
事
、
お
寺
の
事
務

作
業
や
境
内
の
掃
除
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
最
初
は
誰

に
も
頼
ら
ず
に
育
児
を
や
ろ
う
と
気
負
っ
て
い
ま
し
た

が
、
助
け
て
も
ら
え
る
部
分
は
あ
り
が
た
く
助
け
て
い

た
だ
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
周
囲
の
方
と
交

わ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
社
交
性
が
育
つ
の
で
、

小
さ
く
て
も
多
様
な
社
会
の
中
で
育
て
て
い
く
こ
と
の

大
切
さ
も
感
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

成
長
し
た
ら
家
か
ら
い
っ
た
ん
は
出
て
自
立
し
て
ほ
し

い
と
い
う
意
識
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
、
息
子
が
子
方

（
子
役
）
と
し
て
舞
台
に
出
演
し
、
お
互
い
に
舞
台
が

控
え
て
い
る
時
は
、
励
ま
し
合
っ
た
り
、
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
と
戦
っ
た
り
、
集
中
力
を
高
め
た
り
、
共
感
し
て
く

れ
る
こ
と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

て
お
ら
ず
、
実
際
に
楽
屋
で
勉
強
す
る
こ
と
に
な
っ
た

時
、
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
世
界
で
、
さ
ら
に
男
性
社

会
と
い
う
こ
と
で
怖
気
付
い
て
、「
こ
こ
で
は
生
き
ら

れ
な
い
」
と
感
じ
ま
し
た
。
先
生
に
泣
き
つ
い
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
先
生
の
戦
争
体
験
の
お
話

を
聞
き
、
自
分
の
悩
み
は
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
だ
と
感
じ

て
、
そ
こ
か
ら
は
迷
う
こ
と
な
く
進
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
ね
。
藝
大
卒
業
後
は
、
観
世
九
皐
会
と
い
う
一
門

に
入
り
、
勉
強
を
始
め
ま
し
た
。
迷
い
が
あ
る
頃
に
先

生
に
お
会
い
し
た
こ
と
で
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。

―
足
立
先
生
の
教
え
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
。

先
生
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
も
私
の
核
に
な
っ
て
い
る

の
が
「
邪
（
よ
こ
し
ま
）
な
心
で
は
能
は
舞
え
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
能
楽
で
は
、
神
羅
万
象
す
べ
て
が

物
語
の
主
人
公
に
な
る
の
で
、
清
ら
か
な
心
と
生
き
方

で
な
け
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
な
人
格
に
な
り
き
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
技
術
的
な
こ

と
だ
け
で
な
く
て
、
生
き
様
自
体
に
教
え
を
い
た
だ
い

た
感
覚
で
し
た
。

―
ご
自
身
に
と
っ
て
能
楽
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

能
楽
に
は
宗
教
的
、
普
遍
的
な
側
面
が
あ
り
ま
す
。

恋
の
悩
み
も
、
子
ど
も
を
失
っ
た
悲
し
み
も
、
現
代
に

も
通
じ
る
人
間
と
し
て
の
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
、
祈
っ

た
り
、
何
か
に
救
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
変
わ
ら
ず
に

あ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
感
覚
は
、
舞

台
芸
能
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
ま
た
、
寺
を
守
る
者
と

し
て
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
650
年
も
の
長

い
歴
史
で
い
く
つ
も
の
危
機
的
な
状
況
を
乗
り
越
え
て

続
い
て
い
る
の
は
、
そ
こ
に
「
変
わ
ら
な
い
何
か
」
が

―
能
楽
師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

夫
と
の
出
会
い
を
通
し
て
新
井
家
の
人
た
ち
と
知
り

合
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
義
父
は
声
明
（
仏
教

音
楽
）
を
、
義
母
は
平
曲
（
平
家
琵
琶
）
を
や
っ
て
い

て
、
宝
玉
院
と
い
う
お
寺
で
「
日
本
伝
統
音
楽
研
究

所
」
と
し
て
、
講
座
を
開
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
に

能
楽
の
講
師
と
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
故
足
立
禮

子
先
生
で
、
現
役
の
女
流
能
楽
師
で
魅
力
的
な
先
生
で

し
た
。
当
時
20
歳
だ
っ
た
私
は
、
お
茶
の
水
女
子
大
学

入
学
後
も
自
分
が
何
を
し
た
い
か
わ
か
ら
な
い
も
や
も

や
し
た
時
期
だ
っ
た
の
で
す
。「
本
当
の
豊
か
さ
と
は

何
か
」
と
い
う
問
題
意
識
が
根
底
に
あ
り
、
社
会
学
を

専
攻
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
当
時
78
歳
の
先

生
と
出
会
い
、
輝
い
て
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
姿
に
魅

了
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
能
楽
に
の
め
り
込
み
ま
し
た
。
大

学
3
年
時
に
進
路
を
考
え
る
頃
、
能
楽
の
道
に
進
む
こ

と
を
両
親
が
応
援
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
藝

術
大
学
音
楽
学
部
邦
楽
科
能
楽
専
攻
へ
の
進
学
を
決
め

ま
し
た
。

―
よ
り
専
門
的
な
領
域
で
能
楽
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
ね
。
進
学
し
て
か
ら
は
い
か
が
で
し
た
か
。

藝
大
時
代
は
プ
ロ
の
世
界
に
進
む
決
意
ま
で
は
で
き

―
子
育
て
に
関
し
て
周
囲
の
環
境
は
い
か
が
で
す
か
。

能
楽
界
は
「
女
性
は
結
婚
し
て
や
め
る
。
子
ど
も
を

産
ん
で
や
め
る
」
と
思
わ
れ
が
ち
な
世
界
で
し
た
の

で
、
結
婚
し
て
も
子
ど
も
を
産
ん
で
も
や
め
な
い
こ
と

が
私
の
目
標
で
、
地
道
に
続
け
る
こ
と
が
後
に
続
く
人

の
前
例
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
能
楽
の
先

生
や
先
輩
方
の
ご
理
解
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
で
、
周

囲
の
方
々
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

―
と
こ
ろ
で
、
歯
科
に
つ
い
て
の
思
い
出
に
つ
い
て
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か
ら
ご
縁
が
増
え
ま
し
た
が
、

歯
医
者
さ
ん
は
身
近
に
い
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
と
思

い
ま
す
。
上
手
に
子
ど
も
に
対
応
し
て
く
れ
る
歯
医
者

さ
ん
は
と
て
も
助
か
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
歯
医
者

さ
ん
好
き
で
、
フ
ッ
素
が
好
み
の
香
り
の
も
の
だ
と
、

喜
ん
で
治
療
を
受
け
て
く
れ
ま
す
。

―
最
後
に
座
右
の
銘
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

足
立
先
生
が
ご
自
身
の
著
書
「
Ｎ
Ｏ
と
言
わ
な
い
生

き
方
―
自
分
の
人
生
へ
の
責
任
と
愛
」
の
裏
表
紙
に
、

筆
で
大
き
く
「
道
」
と
書
い
て
私
に
渡
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
一
つ
の
道
を
歩
む
こ
と
の
大
事
さ
を
伝
え
て

く
だ
さ
っ
た
の
だ
と
想
像
し
ま
す
。
能
楽
師
と
し
て
、

母
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ

て
一
つ
の
道
に
通
じ
て
い
る
と
い
う
意
識
で
す
。
自
分

で
見
つ
け
た
道
な
ら
苦
労
や
挫
折
が
あ
っ
て
も
克
服

し
、
ま
た
歩
み
続
け
よ
う
と
思
え
る
は
ず
な
の
で
、
何

か
一
つ
の
道
を
見
つ
け
て
ほ
し
い
と
子
ど
も
た
ち
に
も

伝
え
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プロフィール　あらい・まいこ／観世流シテ方能楽師。2001
年、お茶の水女子大学在学中に、故足立禮子師に出会い入
門。卒業後、東京藝術大学音楽学部邦楽科能楽専攻（別科）へ
進学。観世喜之師、津村禮次郎師にも師事。2007年、観世流
シテ方師範認定。年２回のシテを勤める他、数々の舞台を通し
て能楽師としての研鑽を積む。地元所沢宝玉院や東京都内に
おいても、大人と子どものためのワークショップ（タケノコ会）
を開催するなど、普及活動も行っている。三児の母としても
奮闘中。（公社）能楽協会、（公社）観世九皐会、緑泉会会員。

i n t e r v i e w

　埼玉県は所沢市、西武鉄道の西所沢駅から
閑静な住宅街を抜け、北西に歩みを進めると、
思いがけず一面の茶畑が広がる。茶畑の周囲を
33体もの観音菩薩像が固め、中央に配された
観音堂が圧倒的な存在感を放つ。真言宗豊山
派の上洗山・普門院が昨年４月に造立した「所
沢三十三観音霊場・観音堂」だ。江戸時代に現
在の地に移ったとされる由緒ある普門院に身を置くのが、シテ方観世流の能楽
師・新井麻衣子氏。今回は、三児の母でもある新井氏に、能楽師としての思い、子
育てと能の舞台との両立について聞いた。 （聞き手・早坂美都副会長）

今回インタビューした新井さん
が出演される舞台が以下の日程で
開催されます。新井さんは第二部の
能「春日龍神」に出演予定です。公演
の詳細、チケット情報等はQRコー
ドを読み込みご覧ください。

観世九皐会10月定例会
日時：2023年10月８日(日)
　　 【第一部】12時半～
　　 【第二部】15時半～
会場：矢来能楽堂（新宿区矢来町60）

公演のご案内

「菊慈童」（能楽の様子＝いずれも撮影：柴田裕之）

茶畑に佇む観音堂茶畑に佇む観音堂
周囲を33体の観音菩薩像が取り囲む周囲を33体の観音菩薩像が取り囲む

新井 麻衣子新井 麻衣子能楽師能楽師
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保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918

ご参加申し込み
お電話（☎03-3205-2999／平日9:30～17:30）、
または右のQRコードを読み込み、WEBから
ご予約ください。

東 京 歯 科 保 険 医 協 会東 京 歯 科 保 険 医 協 会

これからの歯科を考える
～今後もより一層頼りになる存在としてあるために～

▼WEB予約はコチラ

有限会社アイ・デンタルサービス、税理士法人税制経営研究所、株式会社ヒョーロン・パブリッシャーズ、
株式会社アサカワ保険事務所、神田お玉ヶ池法律事務所、株式会社きかんし、株式会社湖池屋、
大樹生命保険株式会社、太陽生命保険株式会社、東京合同法律事務所、株式会社トクヤマデンタル、
富国生命保険相互会社、ペントロンジャパン株式会社、株式会社丸山医療器械、
三井住友海上火災保険株式会社、明治安田生命保険相互会社

第第１１部部

講演①講演①
国民に貢献する歯科医療 －今後の方向性について－国民に貢献する歯科医療 －今後の方向性について－

田口 円裕 氏田口 円裕 氏（東京歯科大学 歯科医療政策学 教授）（東京歯科大学 歯科医療政策学 教授）

　歯科医療は変革の時にあり、国、関係団体（歯科医師会や
学会等）が協働し、わが国の歯科医療のあるべき姿を再考す
る時期に来ています。その際に重要なことは、その変革が患
者目線のものであることは言うまでもありません。
　歯科医療のあるべき姿をイメージし、それを具現化する
ためには、　歯科医療提供体制の整備や診療報酬改定の在
り方が重要になってきます。今回は、国民に貢献する歯科医
療の方向性について、皆さまと一緒に考えることができれ
ばと思っています。

　講演②講演②
今後の歯科医療の充実に向けて －歯科保険診療の視点から-今後の歯科医療の充実に向けて －歯科保険診療の視点から-

宮原 勇治 氏宮原 勇治 氏（社会保険診療報酬支払基金審査統括部 歯科専門役）（社会保険診療報酬支払基金審査統括部 歯科専門役）

　高齢者割合の増加や疾患構造の変化等がみられる中、令
和６年度の診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等報酬の
トリプル改定に向けて検討が行われており、歯科保健医療
においては、関係機関・関係職種との連携、口腔機能の維持・
向上等の取組の充実等が求められています。
　そこで、今後、歯科医療をより充実していくために、歯科
保険診療の視点でどのようなことが必要となるのかなどに
ついて、私見も交えて考えてみたいと思います。

記念シンポジウム記念シンポジウム「これからの歯科を考える」「これからの歯科を考える」
 5F オリオン 13：30 ～15：30（受付13：00～）5F オリオン 13：30 ～15：30（受付13：00～）

協賛企業一覧（敬称略）

参加特典
ご参加いただいた
皆さまに記念品を
プレゼントします。 

第第２２部部

　豪華な賞品が揃う大抽選会を開催！記念レセプ　豪華な賞品が揃う大抽選会を開催！記念レセプ

ションに参加してほしい商品を当てよう！ションに参加してほしい商品を当てよう！

　ミニデンタルショーでは、保険請求に関わる機材や　ミニデンタルショーでは、保険請求に関わる機材や

材料等を中心に、各企業のおすすめ製品を出展！材料等を中心に、各企業のおすすめ製品を出展！

ぜひご参加ください！ぜひご参加ください！

記念レセプション・ミニデンタルショー
 3F コスモス 16：00 ～18：00（受付15：15～）

豪華景品を当てよう！豪華景品を当てよう！

大抽選会大抽選会

日時：９月１０日（日）午後１時３０分～午後６時

会場：都市センターホテル
　　　（東京都千代田区平河町２－４－１）

9月10日（日）
開 催
参加無料参加無料

PlayStation®5 (CFI-1200A01)
©2020 Sony Interactive Entertainment Inc.

記念レセプション・ミニデンタルショー記念レセプション・ミニデンタルショー記念レセプション・ミニデンタルショー
3F コスモス 16：00 ～18：00（受付15：15～）3F コスモス 16：00 ～18：00（受付15：15～）

Dyson Digital Slim Origin
BALMUDA The Brew

Anker 521 Portable Power 
Station(PowerHouse 256Wh)

Dyson Digital Slim OriginDyson Digital Slim Origin

ヘアードライヤー ナノケア 
EH-NA0J

AlpenGroup SPORTS GIFT

※景品は一例です。変更になる場合がございます。※景品は一例です。変更になる場合がございます。

ミニデンタルショー出展企業一覧ミニデンタルショー出展企業一覧

・科研製薬株式会社・科研製薬株式会社

・サンメディカル株式会社・サンメディカル株式会社

・株式会社歯愛メディカル・株式会社歯愛メディカル

・株式会社松風・株式会社松風

・株式会社ジーシー 東京支店・株式会社ジーシー 東京支店

・パナソニック株式会社・パナソニック株式会社

・株式会社丸山医療器械・株式会社丸山医療器械

・株式会社モリタ・株式会社モリタ

・株式会社モリムラ・株式会社モリムラ

・ＹＡＭＡＫＩＮ株式会社・ＹＡＭＡＫＩＮ株式会社

拡大図
（20

0％）拡大図
（30

0％）拡大図
（40

0％）拡大図
（50

0％）

拡大図
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％）

拡大図
（130

％）

拡大図
（12

0％）

縮小図
（90

％）

縮小図
（80

％）

縮小図
（70

％）

縮小図
（60

％）

縮小図
（50

％）

縮小図
（40

％）

縮小図
（30

％）

縮小図
（20

％）

縮小図
（10％

）

※イメ
ージで

すので
実物と

色、位
置、サ

イズ等
若干異

なる場
合がご

ざいま
す。

※データ
内の細か

な文字や
デザイン

・細い線
は印刷で

再現でき
ない場合

がござい
ます。（つ

ぶれ・か
すれが生

じるため
）

※ご提供
頂いたデ

ータやご
希望され

る内容に
異なる点

がないか
ご確認く

ださい。

※印刷色
をご指示

いただい
た場合で

も、印刷
面の影響

により、色
味が異な

って見え
る場合が

ございま
す。

※印刷デ
ータは知

的財産権
に抵触す

る恐れが
ない事を

ご確認く
ださい。

※細か
い文字

や線は
見えに

くくな
る可能

性があ
ります

。

イメー
ジ

モバイルバッテリー 5000mAh

印刷色：フルカラー 印刷（白引きなし）

印刷位置：中央

※記念品は変更になる可能性がございます

ReFa FINE BUBBLE ONE

有限会社アイ・デンタルサービス、税理士法人税制経営研究所、株式会社ヒョーロン・パブリッシャーズ、

50th anniversary

記念モバイルバッテリー＆

記念品プレゼント記念品プレゼント

クッキー



通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
１３６１３６１３６１３６

機
関
紙
７
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

 

   
明治安田生命保険相互会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１
ＴＥＬ０３－６２５９―００３５ 

 

ｗｗｗ.ｍｅｉｊｉｙａｓｕｄａ.ｃｏ.ｊｐ 

   
 
明治安田生命保険相互会社 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内２－１－１
ＴＥＬ０３－６２５９―００３５ 

 

ｗｗｗ.ｍｅｉｊｉｙａｓｕｄａ.ｃｏ.ｊｐ 

暑中お見舞い申し上げます

FLEXシリーズに電子カルテが新登場

教えて！会長 !!
バックナンバーはこちら

医療情報システムの
安全管理に関するガ
イドライン

◆
物
価
高
騰
に
伴
う
変
化
が
あ

り
ま
す
か
。

・
材
料
の
仕
入
れ
値
が
確
実
に

１
〜
２
割
増
に
な
っ
て
い
る

の
を
感
じ
る
。
（
他
２
名
）

・
光
熱
費
や
材
料
費
の
値
上
が

り
が
顕
著
。

（
他
８
名
）

・
冷
房
に
頼
る
時
間
が
長
く
、

電
気
代
高
騰
が
気
に
な
る
。

・
診
療
所
で
は
光
熱
費
や
材
料

代
の
上
昇
。
自
宅
で
も
光
熱

費
や
食
費
、
ガ
ソ
リ
ン
代
等

が
上
昇
。

◆
マ
イ
ナ
保
険
証
の
問
題
に
関

連
し
て
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

・
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ち

ら
が
ま
だ
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ

て
お
ら
ず
不
安
で
す
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る

患
者
さ
ん
か
ら
「
こ
こ
は
対

応
し
て
い
な
い
の
か
」
と
言

わ
れ
ま
す
。

・
利
用
者
数
は
ま
だ
少
な
い

し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
し
て
も

積
極
的
に
勧
め
て
い
な
い
。

・
結
局
オ
ン
ラ
イ
ン
機
器
は
使

っ
て
い
ま
せ
ん
。
電
源
す
ら

入
れ
て
い
な
い
。
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 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.7373

　
さ
ら
に
「
電
子
カ
ル
テ
」

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の

安
全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
と
は
？

電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
こ
れ

ま
で
639
号
か
ら
２
回
に
わ
た
っ

て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
電

子
カ
ル
テ
に
は
先
月
号
で
解
説

し
た
「
電
子
保
存
の
三
原
則
」

で
あ
る
「
真
正
性
」「
見
読
性
」

「
保
存
性
」
を
備
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
（
詳
細
は
、
協
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ

い
）。ま
た
、「
電
子
保
存
の
三
原

則
」
と
と
も
に
「
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
対
応
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

電
子
カ
ル
テ
に
詳
し
い
識
者
の

方
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、歯

科
に
お
い
て「
電
子
保
存
の
三

原
則
」な
ら
び
に
「
医
療
情
報

シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」に
準
拠

し
、適
切
に
許
容
で
き
る
市
販

厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た

「
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
安

全
管
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」と
は
、
個
人
情
報
の
中
で

も
厳
重
な
保
護
が
必
要
と
さ
れ

る
患
者
の
電
子
カ
ル
テ
な
ど
の

医
療
情
報
を
適
切
に
管
理
す
る

た
め
に
国
が
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
す
。本
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
、２
０
０
５
年
に
第
１
版
が

公
表
さ
れ
、患
者
の
個
人
情
報

を
守
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護

法
、ｅ‒

文
章
法
、医
療
法
、
医

師
法
な
ど
を
根
拠
と
し
て
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、
改
正

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
な

ど
、法
律
の
改
正
に
合
わ
せ
て

版
を
重
ね
、直
近
の
ガ
イ
ド
ラ

２
０
３
０
年
に
普
及
率
90
％

と
い
う
数
字
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
未
だ
不
明
で
す
し
、
歯

科
で
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
歯
科
医
療
機
関

の
経
済
的
な
問
題
以
外
に
、
理

由
の
一
つ
と
し
て
医
科
に
比
較

し
て
レ
セ
プ
ト
作
成
と
連
動
さ

せ
る
必
要
性
が
あ
る
歯
科
に
と

っ
て
、
標
準
化
し
た
規
格
を
作

成
す
る
こ
と
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
の
で
は
と
考
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
電
子
カ
ル
テ

は
現
時
点
で
す
ぐ
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
導
入
か
ら
始
ま
っ
た
国

が
考
え
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の
先
に
あ

る
「
電
子
カ
ル
テ
」
に
つ
い

て
、
本
会
は
情
報
収
集
、
知
識

向
上
を
今
後
も
図
っ
て
い
き
ま

す
。「
電
子
カ
ル
テ
」
が
現
在

　
電
子
カ
ル
テ
に
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
の
は
い
つ
頃

で
す
か
？

イ
ン
は
、本
年
５
月
に
「
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
６
・

０
版
」
と
し
て
公
表
さ
れ
て
い

ま
す
。本
改
定
は
、
本
年
４
月

か
ら
保
険
医
療
機
関
・
薬
局
で

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入

が
原
則
義
務
化
さ
れ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
が
よ
り
多

く
の
医
療
機
関
な
ど
に
求
め
ら

れ
る
た
め
、実
施
さ
れ
ま
し

た
。
す
な
わ
ち
、保
険
医
療
機

関
と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
理

解
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。紙

面
の
都
合
上
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
詳
細
は
、
右
下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
み
ご
覧
く
だ
さ
い
。

シ
ス
テ
ム
は
、現
時
点
で
は
数

少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

使
用
し
て
い
る
レ
セ
コ
ン
に
代

わ
っ
て
原
則
義
務
化
と
な

り
、
強
制
的
に
導
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
時
、
国
に

正
し
い
意
見
、
要
望
が
で
き
る

よ
う
、
さ
ら
に
会
員
に
明
確
に

説
明
で
き
る
よ
う
今
後
も
準
備

を
進
め
ま
す
。
会
員
の
先
生
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
質
問
あ

る
い
は
ご
意
見
が
あ
れ
ば
本
会

ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
電
子
カ
ル
テ
」
と
は

そ
の
３



《解説》
注① 歯科診療特別対応加算（特）175点は、次の状態にある著しく歯科診
療が困難なものに対して、初診または再診を行った場合に加算する。本症例
は（２）に該当する。
カルテには、その日の患者の状態を記載する。

（１）脳性麻痺などで身体の不随意運動や緊張が強く体幹の安定が得られ
ない状態

（２）知知的的発発達達障障害害ななどどにによよりり開開口口保保持持ががででききなないい状状態態やや治治療療のの目目的的がが理理
解解ででききずずにに治治療療にに協協力力がが得得らられれなないい状状態態

（３）重症の喘息患者などで頻繁に治療の中断が必要な状態
（４）日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁

に見られ歯科診療に際して家族などの援助を必要とする状態
（５）上記に準じる状態

注② （特）を算定した場合、機械的歯面清掃処置（歯清）は月１回に限り
算定できる。レセプト摘要欄には「特を算定後」と記載する。
※ 同一初診であれば加算の算定日以外でも算定することができる。

注③ か強診の施設基準の選択要件（下表の（10））の中には、本症例で紹
介した（特）の算定実績の項目（サ）がある。また、協会が10月29日に行う
４つの施設基準の講習会は、（１）の研修内容に加えて選択要件にある２つ
の研修内容（カ・ク）を満たしており、これで３つの選択要件を満たすこと
ができる。

＜＜かか強強診診のの施施設設基基準準＞＞

注④ か強診において、歯科医師がエナメル質初期う蝕（Ｃe）の治癒また
は重症化予防を目的とする指導管理などの内容を、患者の同意を得て、説明
し、フッ化物歯面塗布および口腔内カラー写真を撮影した場合に、エナメル
質初期う蝕管理加算（初期う蝕）260点を歯管に加算する。必要に応じて、
プラークコントロール、歯清またはＦ局の指導を行う。説明した内容の要点
をカルテに記載する。
２回目以降の算定では、写真撮影のかわりに光学式う蝕検出装置によるエ

ナメル質初期う蝕部位の測定でもよい。

注⑤ 充填など修復した翌月以降に同一部位の別の歯面にＣeを認めた場合
でも、初期う蝕の算定ができる。レセプト摘要欄には前回修復完了歯面とCe
管理を行う歯面を記載する。

注⑥ 初期う蝕の算定をした月は、歯清、Ｆ洗、在口衛、非経口処は算定で
できない。

※※ 実実際際にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい ※※

（１）当該医療機関に、歯科疾患の重症化予防に資する継続管理に関する研修（口腔
機能の管理を含むものであること。）、高齢者の心身の特性及び緊急時対応等の適切
な研修を修了した歯科医師が１名以上在籍していること。

（２）歯科医師が複数名配置されていること又は歯科医師及び歯科衛生士がそれぞれ
１名以上配置されていること。

（３）次のいずれにも該当すること。
・過去１年間のSPTまたはP重防の算定回数の合計が30回以上。
・過去１年間にF局又は初期う蝕加算の算定回数の合計が10回以上。
・補管、歯初診の施設基準を届け出ていること。

（４）過去１年間に歯科訪問診療１・２の算定回数または連携する歯援診１・２に依
頼した歯科訪問診療の回数があわせて５回以上であること。

（５）過去１年間に情Ⅰ又は情共をあわせて５回以上の算定実績があること。

（６）診療における偶発症等緊急時に円滑な対応ができるよう、別の保険医療機関
（医科）との事前の連携体制が確保されていること。

（７）当該診療所において歯科訪問診療を行う患者に対し、迅速に歯科訪問診療が可
能な歯科医師をあらかじめ指定するとともに、当該担当医名、診療可能日、緊急時の
注意事項等について、事前に患者又は家族に対して説明の上、文書により提供してい
ること。

（８）歯科用吸引装置等により、歯科ユニット毎に歯の切削や義歯の調整、歯冠補綴
物の調整時等に飛散する細かな物質を吸引できる環境を確保していること。

（９）患者にとって安心で安全な歯科医療環境の提供を行うにつき次の十分な装置・
器具等を有していること。
自動体外式除細動器（ＡＥＤ）、経皮的酸素飽和度測定器（パルスオキシメー
ター）、酸素供給装置、血圧計、救急蘇生セット、歯科用吸引装置。

（10）（１）の研修を修了した歯科医師が以下の項目のうち、３つ以上該当すること。
ア 過去１年間に、居宅療養管理指導を提供した実績があること。
イ 地域ケア会議に年１回以上出席していること。
ウ 介護認定審査会の委員の経験を有すること。
エ 在宅医療に関するサービス担当者会議や病院・介護保険施設等で多職種連携
に係る会議等に年１回以上出席していること。

オ 過去１年間に、栄養サポートチーム等連携加算１又は栄養サポートチーム連
携加算２を算定した実績があること。

カカ 在在宅宅医医療療又又はは介介護護にに関関すするる研研修修をを受受講講ししてていいるるこことと。。
キ 過去１年間に、退院時共同指導料１、退院前在宅療養指導管理料、在宅患者
連携指導料又は在宅患者緊急時等カンファレンス料を算定実績があること。

クク 認認知知症症対対応応力力向向上上研研修修等等、、認認知知症症にに関関すするる研研修修をを受受講講ししてていいるるこことと。。
ケ 自治体が実施する事業に協力していること。
コ 学校歯科医等に就任していること。
ササ 過過去去１１年年間間にに、、歯歯科科診診療療特特別別対対応応加加算算又又はは初初診診時時歯歯科科診診療療導導入入加加算算をを算算定定ししたた実実
績績ががああるるこことと。。

月日 部位 療法・処置 点数

6/23 初診 外来環１ 特 264+23+175

全体的にプラークを認める。口腔内清掃状態不良。 ／

知的発達障害により、治療に恐怖心があり、協力が得 ／

られない。家族の援助を受け診療。 注① ／

歯管 文 （文書提供 添付） 80+10

管理計画を説明し、同意を得る。 ／

実地指１（指示内容 略）（文書提供 添付） 80

侃 歯清（ＤＨ 協会花子） 72

7/7 再診 明細 再外来環１ 特 56+1+3+175

侃に大きなう窩を認める。やや深いが歯髄まで至らず。 ／

知的発達障害で治療に恐怖心あり。言葉かけしてリラ ／

ックスさせ、模型を使ってＣＲ充填することを説明。 ／

歯管 文 （文書提供 添付） 100+10

実地指１（指示内容 略）（文書提供 添付） 80

侃 歯清（ＤＨ 協会花子） 注② 72

浸麻 ＯＡ＋オーラ注歯科用Ｃｔ（1.0ｍＬ） ／

充形 128

充填１（単）光ＣＲ（単）（О）ＥＥ・ＥＢ 研磨 106+11

8/4 再診 明細 再外来環１ 特 注③ 56+1+3+175

口腔内清掃状態は改善傾向であるが、いまだ不良。 ／

前回充填した侃のＢ面に表面が粗造な白斑を認める。 ／

前回、前々回と比べて慣れてきたが、ユニットに座る ／

と怖がる。治療目的が理解できず、協力が得られない。 ／

ゆっくりと声掛けしフッ素を歯に塗布するのを見せる。 ／

歯管 文 （文書提供 添付） 100+10

エナメル質初期う蝕管理加算 （写真１枚） 注④⑤⑥ +260

フルオール・ゼリー歯科用２％を歯面に塗布。 ／

家族にも写真を見てもらい、口腔清掃の重要性を説明。 ／

実地指１（指示内容 略）（文書提供 添付） 80

9/4 再診 明細 再外来環１ 特 56+1+3+175

知的発達障害により治療に恐怖心があり、協力を得る ／

ことが困難な状態である。とても機嫌が悪く、 ／

なかなかユニットに座ってくれない。 ／

歯管 文 （文書提供 添付） 100+10

エナメル質初期う蝕管理加算（写真１枚） +260

前々回充填したＣＲは異常なし。Ｂ側も白濁は認める ／

も表面は粗造であるが実質欠損まではない。 ／

（説明内容など 略） ／

実地指１（指示内容 略）（文書提供 添付） 80

歯科診療特別対応加算 と か強診
かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所（か強診）においては、

エナメル質初期う蝕管理加算が算定できるなど診療の幅が広がる。
か強診の施設基準を満たすには選択要件を３つ以上満たす必要が
あるが、歯科診療特別対応加算（特）の算定をすることでその１つ
を満たすことができる。今回は（特）と（か強診）の施設基準との
関わり、エナメル質初期う蝕管理加算の算定について解説する。

患者：11歳・男性 （自閉症）

主訴：右下の歯に穴が開いており、食べ物がよく詰まる。

所見：口腔清掃状態不良、侃大きなう窩を認める

痛み（-）、冷水痛（±）

傷病名：侃Ｃ２, 侃Ｃｅ

施設基準：歯初診 外来環１ 明細 か強診

（ 9） 第６４１号 ２０２３年（令和５年）８月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



◆
第
６
回
臨
時
理
事
会
◆

　

６
月
18
日
㈰
、午
後
４
時

30
分
〜
４
時
35
分
。

【
会
長
お
よ
び
副
会
長
の
選

出
】　
第
51
回
定
期
総
会
で

選
任
さ
れ
た
理
事
の
中
か
ら

会
長
、副
会
長
を
互
選
し
、

承
認
。

◆
第
７
回
理
事
会
◆

　

６
月
23
日
㈮
、午
後
８
時

00
分
〜
９
時
50
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
16
名
、監
事

１
名
、事
務
局
６
名
の
出

席
。

【
第
51
回
定
期
総
会
の
ま
と

め
】　
参
加
報
告
、祝
電
・
メ

ッ
セ
ー
ジ
一
覧
、お
礼
状
の

発
送
を
確
認
。

【
情
勢
報
告
】　
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務

化
、オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
、健
康
保
険
証
の
廃
止
、そ

の
他
（
骨
太
の
方
針
２
０
２

３
、社
会
医
療
診
療
行
為
別

統
計
）の
報
告
を
確
認
。

【
運
動
課
題
】　
署
名
の
集

約
状
況
の
報
告
を
確
認
。

【
政
策
課
題
】　
東
京
都
要

請
の
項
目
を
討
議
。政
策
学

習
会
で
出
さ
れ
た
課
題
に
つ

い
て
、経
営
管
理
部
、組
織

部
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
戦
略
化
委
員

会
、財
政
部
で
の
検
討
状
況

の
報
告
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　

第

８
回
保
団
連
歯
科
理
事
会
議

（
６
月
17
日
）の
報
告
を
確

認
。第
３
回
保
団
連
代
議
員

会
に
お
け
る
発
言
通
告
を
確

認
。

◆
第
８
回
理
事
会
◆

　

７
月
13
日
㈭
、午
後
７
時

00
分
〜
９
時
30
分
。会
長
、副

会
長
５
名
、理
事
15
名
、監
事

２
名
、事
務
局
15
名
の
出

席
。

【
情
勢
報
告
】　
①
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義

務
化
、オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義

務
化
、健
康
保
険
証
の
廃

止
、②
診
療
報
酬
・
介
護
報

酬:

医
療
技
術
評
価
提
案
、

中
医
協
総
会
（
７
月
12
日
）、

③
そ
の
他:

第
８
回
歯
科
医

療
提
供
体
制
等
に
関
す
る
検

討
会
（
５
月
31
日
）、歯
科
疾

患
実
態
調
査
結
果
の
報
告
を

確
認
。中
医
協
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
「
歯
科
訪
問
診
療
」

「
歯
科
医
療
（
そ
の
１
）」

の
課
題
と
論
点
を
議
論
。ま

た
、協
会
作
成
ポ
ス
タ
ー「
健

康
保
険
証
を
持
っ
て
き
て
く

だ
さ
い
」の
活
用
を
会
員
に

呼
び
か
け
る
こ
と
と
し

た
。

【
健
康
保
険
法
案
等
に
つ
い

て
】　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
事
例

ア
ン
ケ
ー
ト
の
最
終
結
果
、

会
員
か
ら
の
相
談
内
容
を
確

認
。

【
各
部
検
討
課
題
】　「
現
行

の
健
康
保
険
証
を
残
し
て
く

だ
さ
い
」署
名
、区
市
町
村
議

会
へ
意
見
書
提
出
を
求
め
る

陳
情
の
働
き
か
け
を
確
認
。

東
京
都
医
療
機
関
等
物
価
高

騰
緊
急
対
策
支
援
金
（
光
熱

費
１
万
円
、申
請
期
間
10
月

上
旬
〜
10
月
末
頃
）を
会
員

に
周
知
す
る
。50
周
年
記
念

企
画
の
進
捗
状
況
、50
周
年

誌
企
画
案
を
確
認
。

【
保
団
連
会
議
等
】　
第
18

回
・
第
19
回
保
団
連
理
事

会
、第
３
回
保
団
連
代
議
員

会
の
報
告
を
確
認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
７
月
１

日
号
、８
月
１
日
号
の
企
画

案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
７
月
１

日
付
会
員
数
６
千
13
名
（
入

会
40
名
、退
会
17
名
）。

おくむら ・ まさる オクネット代
表、歯科ジャーナリスト。明治
大学政治経済学部卒業、東京歯
科技工専門学校卒業。日本歯科
新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創
刊雑誌の編集長歴任。その後、
独立しオクネットを設立。「歯科
ニュース」「永田町ニュース」を
ネット配信。明治大学校友会代
議員(兼墨田区地域支部長)、明
大マスコミクラブ会員。

奥村 勝
Masaru Okumura

協
会
活
動
日
誌
　
２
０
２
３
年
７
月

  3  月  受託生保会議
  4  火  第4回広報・ホームページ部会 
  5  水  第4回経営管理部会
  7  金  第4回総務会議
  9  日  新規開業医講習会、｢保険でよい歯を｣ 東京
           連絡会2023講演会
10  月  第4回地域医療部会
11  火  第4回共済部会
12  水  第3回医事相談部会、休保審査会（医科）、
           第2回東京反核医師の会世話人会
13  木  第8回理事会
14  金  第2回メディア懇談会
18  火  第4回社保･学術部会、50周年記念誌座談会

19 水  第3回・4回院内感染防止対策講習会、第4
          回 ｢保険でよい歯を｣ 東京連絡会世話人会
20 木  第5回財政部会、会員無料相談デー
21 金  未経験スタッフ講習会、第4回政策委員会
22 土  休保審査会（全国）
24 月  医科歯科連携会議・医科歯科合同会議
25 火  第2回歯科技工士問題検討委員会
26 水  第4回組織部会
27 木  第2回これから始める歯科訪問診療講習会
28 金  第9回理事会
30 日  第2回スタッフ講習会
31 月  第2回ＩＣＴ戦略化委員会
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３３年半ぶりの対面形式メディア懇談会の意義年半ぶりの対面形式メディア懇談会の意義

2023年度
第６・７・８回

理事会

◆
通
算
96
回
目
の
メ
デ
ィ
ア
懇

７
月
14
日
、
東
京
歯
科
保
険

医
協
会
が
２
０
２
３
年
度
第
２

回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
メ
デ
ィ

ア
懇
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
08

年
３
月
18
日
の
初
開
催
以

来
、
通
算
96
回
目
と
の
こ
と
で

し
た
。
今
回
は
参
加
に
当
た

り
、
会
場
に
お
け
る
対
面
形
式

と
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
）
の
選
択
を
可
能
と
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
20
年
３

月
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
以

後
、
実
に
３
年
半
ぶ
り
と
な
る

会
場
対
面
形
式
に
よ
る
メ
デ
ィ

ア
懇
に
出
席
し
ま
し
た
。
早
坂

美
都
副
会
長
の
司
会
、
坪
田
有

史
会
長
の
報
告
・
解
説
で
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
議
題
は
、
①
マ
イ

ナ
保
険
証
・
オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル

関
連
（
今
後
の
協
会
の
動

向
）、
国
会
要
請
、
署
名
、
メ

デ
ィ
ア
懇
直
近
の
会
員
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
義
務
化
撤
回
関
連
（
社
保

・
学
術
部
長
談
話
）、
③
東
京

都
２
０
２
４
年
度
予
算
要
請
関

連
、
④
第
51
回
定
期
総
会
の
開

催
後
報
告
関
連
、
⑤
50
周
年
記

念
企
画
―
な
ど
で
し
た
。
内
容

は
、
協
会
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
部
の
ま
と
め
記
事
に
譲
り
ま

す
。

　
〝
対
面(

会
場)

〞
で
参
加
し

ま
す
と
、
毎
回
熱
心
な
一
般
紙

マ
ス
コ
ミ
の
記
者
諸
氏
、
そ
し

て
今
回
、
新
た
な
新
聞
社
の
記

者
参
加
も
あ
り
、
リ
ア
ル
で
新

鮮
な
印
象
が
あ
り
ま
し
た
。
常

連
諸
氏
と
は
早
速
、
挨
拶
・
雑

談
を
交
わ
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

改
め
て
〝
対
面
形
式
の
意
義
〞

を
考
察
し
て
み
ま
し
た
。

◆
改
め
て
問
う
対
面
式
の
意
義

　
主
催
者
（
司
会
）
側
か
ら
の

報
告
と
説
明
が
終
わ
る
と
、
質

疑
応
答
を
開
始
。
マ
ス
コ
ミ
側

か
ら
「
問
題
の
評
価
」「
事
実

の
確
認
」「
今
後
の
活
動
」
な

ど
が
質
さ
れ
、
主
催
者
側
が
丁

寧
に
回
答
。
貴
会
の
見
解
を
確

認
し
ま
し
た
。

◆
一
般
紙
と
専
門
紙
の
相
違

　
こ
こ
で
、
懸
念
さ
れ
る
一
般

マ
ス
コ
ミ
と
業
界
マ
ス
コ
ミ
の

違
い
が
確
認
で
き
ま
し
た
の
で

指
摘
し
て
お
き
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
・
オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル
関

連
は
、
本
質
的
に
は
医
療
機
関

の
共
通
問
題
で
す
。
た
だ
し

「
歯
科
と
医
科
の
経
済
的
・
診

療
形
態
な
ど
の
背
景
に
相
違
が

あ
る
こ
と
を
一
般
マ
ス
コ
ミ
は

も
っ
と
理
解
し
て
ほ
し
い
」
と

痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
マ
ス

コ
ミ
か
ら
の
質
問
に
、
回
答
す

る
側
の
表
情
・
表
現
・
言
葉
、

ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
、
見
え
な
い

「
情
報
」
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
が
「
対
面
形
式
の
意
義
」

の
一
つ
で
す
。

　
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
懇
開
始
前

と
終
了
後
の
雑
談
か
ら
も
〝
新

た
な
情
報
〞
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
本
音
と
し
て
、
こ

れ
が
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
に
は
非

常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
質
問

に
対
す
る
回
答
に
よ
っ
て

は
、
憶
測
・
推
測
が
働
き
、
次

の
質
問
や
問
題
意
識
に
影
響
を

与
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
効
果

　
諸
事
情
で
会
場
参
加
で
き
な

い
・
し
な
い
場
合
に
は
、
確
か

に
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
の
意
義
が

あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
進
化
し
た

文
化
の
恩
恵
で
す
。
同
時
に
ネ

ッ
ト
か
ら
配
布
資
料
を
得
ら
れ

る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
対
面
形
式
と
同
様
に
な

り
、
経
費
・
時
間
な
ど
の
点
か

ら
は
、
そ
の
効
果
は
明
確
で

す
。

　
さ
て
、
６
月
18
日
に
開
催
さ

れ
た
貴
会
総
会
の
中
で
、
記
念

講
演
会
を
行
っ
た
社
会
保
険
診

療
報
酬
支
払
基
金
理
事
の
山
本

光
昭
氏
が
興
味
深
い
報
告
を
し

て
い
ま
し
た
。
行
政
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
方
法
と
し
て
、
①
業
務

関
係
の
手
続
き
か
ら
ア
プ
ロ
ー

チ
、
②
法
人
幹
部
の
出
身
高
校

や
大
学
の
同
窓
の
ル
ー
ト
を
通

じ
る
、
③
様
々
な
講
演
会
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
、
こ
れ
は
と
思
え

る
行
政
官
の
講
師
が
い
た
場
合
、

す
ば
や
く
名
刺
交
換
―
と
強
調

し
て
い
ま
し
た
。
特
に
大
事
な

の
は
、
③
で
指
摘
し
て
い
る
〝

名
刺
交
換
〞
で
す
。
こ
れ
は
、

対
面
形
式
の
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

（
記
者
会
見
と
は
様
相
が
違
い

ま
す
）
で
も
指
摘
で
き
ま
す
。

◆
枠
を
超
え
る
〝
縁
〞
と
は

　
今
回
の
メ
デ
ィ
ア
懇
で
は
、

新
た
に
参
加
し
た
マ
ス
コ
ミ
記

者
諸
氏
と
名
刺
交
換
。
挨
拶
を

含
め
意
見
交
換
し
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
社
交
辞
令
で
終
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
承

知
の
上
で
す
。
今
回
、
来
場
し

な
か
っ
た
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
は

新
規
記
者
と
〝
縁
〞
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
、
関
係

当
事
者
と
直
接
、
意
見
交
換
・

雑
談
す
る
こ
と
で
人
間
関
係
が

で
き
、
時
に
は
、
想
定
外
に
意

味
が
あ
る
話
を
聞
く
こ
と
も
で

き
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
年

齢
、
性
別
、
派
閥
、
組
織
、
職

階
、
さ
ら
に
は
国
境
な
ど
の
枠

を
超
え
た
タ
テ
と
ヨ
コ
の
つ
な

が
り
、
点
と
線
の
つ
な
が
り
が

面
に
拡
が
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
し
、
広
い
人
脈
形
成
へ
と
発

展
し
て
行
く
こ
と
が
多
々

あ
り
ま
す
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
Ｆ

ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

に
よ
る
連
絡
、
情
報
提

供
、
意
見
交
換
、
こ
れ
は

ま
さ
に
世
界
の
潮
流
で

す
。
一
方
で
「
効
率
第

一
」「
無
駄
の
排
除
」
を

最
優
先
と
す
る
価
値
観
が

社
会
を
占
め
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
人
と

痛感した意見交換･雑談の ｢忘れてはいけない価値｣

2008年3月18日開催の第1回メディア懇談会2008年3月18日開催の第1回メディア懇談会

7月14日の通算96回のメディア懇談会7月14日の通算96回のメディア懇談会の
意
見
交
換
・
雑
談
の
意
味
が

「
忘
れ
て
は
い
け
な
い
価

値
」
だ
と
痛
感
し
た
の
が
、
今

回
の
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
で
し

た
。

　保団連が運営する　保団連が運営する「「保団連情報サービス保団連情報サービス」」に登録しまに登録しま
すと、他協会・医会が開催する研究会などにWeb参加すと、他協会・医会が開催する研究会などにWeb参加
できます。当会会員の先生もできます。当会会員の先生も、、ぜひぜひ、、ご登録を。ご登録を。

保 団 連保 団 連
情報サービスのご案内情報サービスのご案内

全国の保険医協会・医会開催

Web研究会に参加できます!!

　そのほか、「月刊保団連」や「全国
保険医新聞」の閲覧、診療報酬関連情
報などの収集もできます。右記QRコ
ードを読み取りご登録ください。

新
規
会
員

登
録
ペ
ー
ジ

東京歯科保険医協会では会員の先生
向けに各種優待サービスをご案内し
ております。ご希望の方は、左記QR
コードよりアクセスし、必要事項を明
記の上、お申し込みください。

会員優待

ご案内
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高
級
ス
テ
ー
キ
肉
を
ゲ
ッ
ト

高
級
ス
テ
ー
キ
肉
を
ゲ
ッ
ト

たくら ・ ともゆき　博士（医学）、修士（工学）東京大学 
大学院医学系研究科 医療経済政策学講座 特任教授。

田倉 智之田倉 智之
（東京大学大学院 特任教授）（東京大学大学院 特任教授）

訪
日
外
国
人
は
、
政
策
や
景

気
に
関
わ
る
議
論
に
お
い

て
、
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い

る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し

て
、「
収
入
」
が
挙
げ
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
訪
日
外
国
人

は
我
が
国
に
経
済
的
な
恩
恵
を

も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
実
際
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
―
19

蔓
延
前
の
観
光
庁
の
２
０
１
９

年
度
調
査[

１]

で
は
、
訪
日

外
国
人
の
旅
行
消
費
額
は
年
間

４
兆
８
千
億
円
と
な
っ
て
い

た
。
こ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い

て
ピ
ン
ト
こ
な
い
読
者
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
同

時
期
の
歯
科
診
療
医
療
費
（
国

民
医
療
費
）
の
３
兆
150
億
円
と

比
べ
る
と
、
我
が
国
に
と
っ
て

大
き
な
収
入
源
で
あ
る
こ
と
を

理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

本
連
載
の
第
１
回
に
お
い

て
、
国
民
皆
保
険
制
度
の
財
政

や
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
活

性
は
、
実
体
経
済
の
動
向
と
関

係
が
深
い
こ
と
に
触
れ
た
。
つ

ま
り
、
一
見
、
臨
床
等
と
は
関

係
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
実
体

経
済
は
、
医
療
の
発
展
に
お
い

医
療
経
済
学
の
専
門
家
で
東

京
大
学
大
学
院
特
任
教
授
の
田

倉
智
之
氏
に
よ
る
連
載
６
回

目
。
テ
ー
マ
は
「
訪
日
外
国
人
の

診
療
対
応
—
診
療
価
格
と
病
院

経
営
」
。
な
お
、
本
連
載
は
、
今
回

で
最
終
回
と
な
る
。

て
も
重
要
な
訳
で
あ
る
。
訪
日

外
国
人
の
観
光
収
入
も
同
様

で
、
そ
の
一
部
は
ま
わ
り
ま
わ

っ
て
公
費
等
と
し
て
医
療
分
野

を
支
え
る
財
源
に
も
な
る
。
ま

た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
医
療
ツ

ー
リ
ズ
ム
等
は
、
病
院
経
営
に

直
接
的
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
と

期
待
さ
れ
る
。

訪日外国人の診療対応
～診療価格と病院経営～

一
方
で
、
診
療
対
応
を
中
心

に
マ
イ
ナ
ス
面
も
存
在
す

る
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え

て
い
た
19
年
頃
に
、
訪
日
外
国

人
の
診
療
負
担
や
経
済
負
担
に

ま
つ
わ
る
臨
床
現
場
の
ト
ラ
ブ

ル
が
話
題
に
な
っ
て
い
た
の
を

ご
記
憶
の
方
も
多
い
と
思
わ
れ

る
。
特
に
、
自
由
診
療
に
比
較

的
な
じ
み
の
薄
い
医
科
診
療
の

請
求
に
お
い
て
、
未
収
金
の
発

生
や
診
療
の
赤
字
化
が
問
題
と

な
っ
て
い
た
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
そ
の
対

策
で
実
施
さ
れ
た
政
策
事
業
の

研
究
成
果[

２]

か
ら
、
診
療

価
格
と
病
院
経
営
に
関
わ
る
学

際
的
な
神
髄
を
紹
介
す
る
。

ま
ず
診
療
価
格
の
検
討
は
、

コ
ス
ト
（
原
価
）
を
算
定
す
る

こ
と
が
必
須
と
な
り
、
間
接
費

も
含
む
す
べ
て
の
原
価
を
１
患

者
等
へ
集
約
す
る
、
原
価
計
算

を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
た

だ
し
、
こ
の
コ
ス
ト
の
単
価

は
、
稼
働
率
（
診
療
数
）
の
影

響
を
受
け
る
点
に
注
意
が
必
要

で
あ
る[

３]

。

自
由
診
療
で
は
、
コ
ス
ト
に

相
対
す
る
（
車
の
両
輪
的
な
）

要
素
と
し
て
、
患
者
の
経
済
力

が
重
要
に
な
る
。
こ
の
経
済
力

は
、
診
療
介
入
に
よ
る
成
果
と

の
関
係
を
論
じ
る
た
め
、
支
払

意
思
額
調
査
（
Ｗ
Ｔ
Ｐ
）
で
整

理
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

る
。
こ
の
支
払
水
準
と
原
価
水

準
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
と
こ

ろ
は
、
医
療
機
関
に
お
け
る
収

支
均
衡
も
実
現
し
、
医
療
者
や

患
者
（
保
険
者
）
等
の
関
係
者

全
員
に
と
っ
て
、
納
得
感
の
あ

る
適
正
な
診
療
価
格
と
な
る
訳

で
あ
る
（
左
図
参
照
）。

利
益
率
に
対
す
る
関
心
も
高

ま
る
病
院
経
営
の
立
場
で

は
、
医
療
費
原
価
を
下
げ
、
支

払
意
思
額
を
上
げ
る
努
力
が
必

要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、

第
３
回
の
テ
ー
マ
で
も
解
説
を

し
た
と
お
り
、
提
供
す
る
診
療

や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
を
伸
ば

し
、
そ
れ
を
患
者
や
保
険
者
に

認
識
を
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
に

な
る
。
価
値
が
大
き
い
と
分
か

れ
ば
、
患
者
は
自
ず
と
集
ま

り
、
支
払
水
準
も
上
昇
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
基
盤
と
な
る
診
療
成
果
の

向
上
に
は
、
コ
ス
ト
の
増
加
も

つ
い
て
ま
わ
る
。

そ
こ
で
通
常
は
、
診
療
価
格

を
で
き
る
だ
け
最
大
化
さ
せ
る

こ
と
が
理
想
に
な
る
。
た
だ

し
、
価
格
上
昇
に
伴
い
、
支
払

能
力
か
ら
患
者
数
が
減
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
診

療
成
果
を
高
め
つ
つ
診
療
価
格

を
抑
え
、
患
者
を
多
く
集
め
て

稼
働
率
を
上
げ
る
戦
略
が
検
討

さ
れ
る
。
こ
の
選
択
肢
は
、
再

受
診
が
多
い
疾
患
に
お
い
て
効

果
的
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一

見
の
患
者
で
あ
る
訪
日
外
国
人

に
対
し
て
も
、
日
本
の
ブ
ラ
ン

ド
向
上
の
面
で
一
定
の
意
義
が

あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
、
訪
日
外
国
人
に

対
す
る
自
由
診
療
に
つ
い
て
話

題
を
提
供
し
て
き
た
が
、
医
の

倫
理
等
に
立
ち
返
れ
ば
、
医
療

を
経
済
力
等
で
論
じ
る
こ
と
に

一
定
の
懸
念
が
あ
る
の
も
事
実

で
あ
る
。
そ
の
点
か
ら
、
経
済

的
な
不
公
平
性
の
影
響
を
極
力

抑
え
た
我
が
国
の
皆
保
険
制
度

が
、
大
変
素
晴
ら
し
い
こ
と
に

改
め
て
気
づ
か
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
公
的
医
療
保

険
制
度
に
お
い
て
も
、
先
に
挙

げ
た
戦
略
の
概
念
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ

制
度
等
へ
も
一
部
導
入
さ
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

図図．．支支払払意意欲欲とと価価格格設設定定のの考考ええ方方 

（出典）文献[4]

 【文献】

 [ [１] 訪日外国人消費動向調査の結果概要. 2020. 観光庁.] 訪日外国人消費動向調査の結果概要. 2020. 観光庁.
 [2 ] Tomoyuki Takura, et al. Int. J. Environ. Res. Public 
     Health,18(11), 5837, 2021.
 [3 ] 訪日外国人の診療価格算定方法マニュアル.2020.
      厚生労働行政推進調査事業.
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保
険
医
年
金
に
お
申
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
へ
、

　
加
入
日
・
振
替
日
な
ど
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　
▼
加
入
日　
　
　
　
…
９
月
1
日(

金)

　
▼
初
回
掛
金
振
替
日
…
月
払
の
場
合
は
8
月
25
日(

金)

　
　
一
時
払
の
場
合
は
8
月
17
日(

木)

ま
で
に
振
込

　
　
　
　
　
　
（
一
時
払
振
込
案
内
は
7
月
下
旬
発
送
）

　
▼
加
入
者
証
の
送
付
…
10
下
旬
郵
送

※
掛
金
は
、
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
振
替
日
は
毎
月
25
日
（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　

０
３
―
３
２
０
５
―
２
９
９
９　

共
済
部

保
険
医
年
金
制
度

8月21日(月)より
秋の共済募集キャンペーン開始します！

資料請求・予約は
共済部へ！QRコードから

はははは なななな
っぴーな
将来に備え
保険医年金

んばー１
(NO1)制度
グループ
生命保険

ょう(病)気
ケガには
休業保障

一
時
払
の
場
合
は
8
月
15
日
ま
で
に
振
込

ケガ
びびびび

【
訂
正
】
本
紙
７
月
１
日
号(

第
６
４
０
号)

の
６
面
本
文
５
段

目
の
「
資
格
保
険
書
」
と
の
記
載
は
、
正
し
く
は
「
資
格
確
認

書
」
で
す
。
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！！

　
　
　
　
　
　
　

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
40
周
年
記
念
抽
選
会

　
去
る
３
月
〜
5
月
に
か
け

て
、
春
の
共
済
普
及
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
に
合
わ
せ
て
実
施
い
た
し

ま
し
た
「
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

40
周
年
記
念
抽
選
会
」
に
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
当

選
さ
れ
た
30
名
の
先
生
に
は
景

品
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
は
、
会

員
の
助
け
合
い
の
制
度
で
、
お

手
頃
な
掛
金
で
大
き
な
保
障
が

得
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
す
。
１

年
ご
と
に
収
支
計
算
を
行
っ

て
、
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
配
当
金
と
し
て
加
入
者
に

還
元
さ
れ
ま
す
。

　

第
2
弾
は
８
月
21
日
か
ら

８
月
21
日
か
ら
の
秋
の
共
済

普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ

せ
、
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
40
周

年
記
念
抽
選
会
第
２
弾
を
開
催

い
た
し
ま
す
。
春
に
応
募
さ
れ

た
先
生
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま

す
。
み
な
さ
ま
、
奮
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

　

受
託
生
保
会
社
職
員
が

　

診
療
所
を
お
伺
い
し
ま
す

　
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中

に
、
受
託
生
保
会
社
職
員
が
応

募
用
紙
を
持
っ
て
ご
診
療
所
に

お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
時
間
を
お
取
り
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

♦駒形葵先生（文京区）からのメッセージ♦
　当たるとはまったく思っていなかったので、とても嬉しい
です！母がずっとグループ生命保険に入っていて、みんなが
健康だとみんなに良いこと（配当金）がある、というのが
すごく良い制度だなと思って加入しました。歯科医師とし
て働ける期間は
限られているの
で、今から積み
立てや、何かあっ
た時の備えをし
ないといけませ
んし、手頃に入
れる協会の共済
制度は皆さんに
お勧めです！ 駒形葵先生(右)と共済部の早坂美都副会長駒形葵先生(右)と共済部の早坂美都副会長

（ 1 1） 第６４１号 ２０２３年（令和５年）８月1日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



か
つ
て
、
物
価
の
優
等
生
と

言
わ
れ
、
コ
ス
パ
最
高
の
食
材

と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
た
卵
だ

っ
た
が
、
さ
す
が
に
物
価
高
騰

と
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ダ
ブ

ル
パ
ン
チ
に
は
勝
て
ず
、
２
倍

近
く
の
値
を
付
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。
そ
し
て
石
油
と
電
気
と

小
麦
粉
…
。
値
上
げ
の
要
素
を

挙
げ
た
ら
き
り
が
な
い
が
、
こ

こ
ぞ
と
ば
か
り
に
、
各
社
で
値

上
げ
ム
ー
ド
に
乗
り
価
格
高
騰

が
止
ま
ら
な
い
。
し
か
し
、
我

々
歯
科
保
険
医
は
、
そ
ん
な
ブ

ー
ム
に
乗
れ
ず
、
高
点
数
に
な

っ
た
ら
個
別
指
導
を
心
配

し
、
一
部
負
担
金
が
３
千
円
を

超
え
た
ら
、「
ぼ
っ
た
く
り
歯

科
医
院
だ
」
と
ネ
ッ
ト
に
書
か

れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か

と
、
頭
を
悩
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
の
シ
ス
テ
ム
は
勝

手
に
義
務
化
さ
れ
、
健
康
保
険

証
も
廃
止
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
義
務
化
も
時
間
の
問
題
で
あ

る
。
そ
の
先
に
は
、
電
子
カ
ル

テ
が
待
っ
て
い
て
、
個
別
指
導

に
呼
ば
な
く
て
も
、
患
者
の
同

意
が
あ
れ
ば
、
カ
ル
テ
を
見
ら

れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。
金
パ
ラ
の
価
格
変

動
問
題
も
石
油
や
小
麦
と
違
っ

て
補
助
金
す
ら
拠
出
さ
れ
な

い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
患
者
数
は

激
減
し
た
ま
ま
、
厳
し
い
感
染

対
策
を
求
め
ら
れ
、
材
料
代
の

経
費
は
嵩
む
一
方
だ
。

そ
れ
で
も
、
歯
科
保
険
医
は

優
等
生
の
品
格
を
保
持
す
る
た

め
な
の
か
、
か
つ
て
プ
ラ
イ
ド

の
高
か
っ
た
侍
の
よ
う
に
「
武

士
は
食
わ
ね
ど
高
楊
枝
」
を
貫

い
て
い
る
。
自
由
診
療
は
、
そ

の
医
院
の
自
由
裁
量
で
価
格
の

見
直
し
が
で
き
る
が
、
保
険
点

数
の
値
上
げ
交
渉
は
、
２
年
に

１
度
の
診
療
報
酬
改
定
し
か
で

き
な
い
。
し
か
も
来
春
は
、
医

療
と
介
護
と
福
祉
の
ト
リ
プ
ル

改
定
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
侍
然

と
し
て
い
た
ら
、
歯
科
医
療
費

は
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
、
防
衛

費
や
子
育
て
支
援
に
回
っ
て
し

ま
う
。
こ
れ
は
、
お
上
に
楯
を

突
く
訳
で
は
な
い
。
労
働
組
合

が
、
企
業
に
賃
上
げ
を
要
求
す

る
の
と
同
じ
だ
。
か
つ
て
、
日

本
医
師
会
会
長
だ
っ
た
武
見
太

郎
氏
は
、
低
診
療
報
酬
を
不
服

と
し
て
、
診
療
所
の
ス
ト
ラ
イ

キ
を
促
す
「
全
国
一
斉
休
診
」

や
「
保
険
医
総
辞
退
」
を
敢
行

し
た
。

今
ま
で
の
診
療
報
酬
改
定
は

名
ば
か
り
の
プ
ラ
ス
改
定
で
あ

り
、
保
険
診
療
だ
け
で
生
計
を

立
て
て
い
く
の
は
難
し
い
は
ず

だ
。
そ
れ
で
も
、
歯
科
保
険
医

の
「
○
○
と
○
○
」
の
お
か
げ

で
（
２
カ
所
の
「
〇
〇
」
部
分

の
文
字
は
読
者
諸
氏
の
想
像
に

お
任
せ
す
る
が
…
）、
何
と
か

経
営
を
維
持
さ
せ
て
い
る
。
値

札
を
見
ず
に
、
治
療
に
一
番
適

し
た
器
具
や
材
料
を
購
入
で
き

る
よ
う
に
、
年
末
に
決
ま
る
診

療
報
酬
改
定
率
に
対
し
プ
ラ
ス

改
定
の
要
求
を
政
府
に
突
き
付

け
よ
う
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
日

本
の
歯
科
医
療
は
コ
ス
パ
最
高

と
世
界
か
ら
苦
笑
さ
れ
、
い
つ

ま
で
も
物
価
の
優
等
生
で
あ
り

続
け
る
こ
と
に
な
る
。

歯科保険医は物価の優等生

松島  良次
（理事／目黒区）

　
協
会
は
７
月
14
日
、第
2
回

（
通
算
96
回
）メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

を
開
催
し
、７
社
８
人
が
参
加

し
た
。コ
ロ
ナ
禍
の
３
年
半
は

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
し

た
が
、今
回
か
ら

会
場
参
加
を
受
け

付
け
、コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
リ
ア
ル
開

催
を
復
活
さ
せ
、

複
数
の
メ
デ
ィ
ア

が
協
会
会
議
室
を

訪
れ
た
。

　
坪
田
有
史
会
長

が
説
明
し
、広
報・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部

の
早
坂
美
都
副
会

長
が
司
会
を
務

め
、マ
イ
ナ
保
険

会場で参加した会場で参加した６６氏。ほかにオンラインで氏。ほかにオンラインで２２氏が参加氏が参加

第
23
回
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
（
核
戦

争
防
止
国
際
医
師
会
議
）
世
界

大
会
が
ケ
ニ
ア
の
モ
ン
バ
サ
で

４
月
27
日
か
ら
開
催
さ
れ

た
。
私
は
「
核
戦
争
に
反
対
す

る
医
師
の
会
」（
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｗ
）

の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
。

開
会
総
会
は
、「
軍
縮
、
気

候
、
健
康
を
つ
な
ぐ
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
ス
タ
ー
ト
し
、
全
体

会
議
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
４
名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
午
後
に

は
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究

セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
）
客

員
教
授
の
朝
長
万
左
男
氏
が
、

「
日
本
に
お
け
る
原
爆
の
健
康

影
響
の
概
要
」
を
報
告
し
た
。

２
日
目
の
全
体
会
議
で
は
、

「
紛
争
、
気
候
変
動
と
健
康
」

第第
２２
回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

回
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会

３３
年
半
ぶ
り
リ
ア
ル
開
催

年
半
ぶ
り
リ
ア
ル
開
催

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
・
オ
ン
資
ト
ラ
ブ
ル
に
質
問
続
出

証
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
や
オ
ン
ラ

イ
ン
請
求
義
務
化
撤
回
に
関
す

る
議
題
を
扱
っ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、連
日
報
道

さ
れ
て
い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の

問
題
や
具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
事

例
へ
の
質
問
が
相
次
い
だ
。窓

口
に
お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時

の
対
応
を
問
わ
れ
る
と
、坪
田

会
長
は
、「
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う

相
談
が
協
会
に
多
数
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。行
政
窓
口
に
問
い
合

わ
せ
て
も
、た
ら
い
回
し
に
さ
れ

る
状
況
が
あ
る
」と
医
療
機
関

が
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
実
情

に
触
れ
、「
政
府
の
決
定
に
対

し
、各
行
政
機
関
が
混
乱
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
」と
続
け

た
。

　
ま
た
、オ
ン
資
シ
ス
テ
ム
の
導

入
義
務
化
で
閉
院
を
考
え
る
歯

科
医
師
が
い
る
こ
と
を
挙
げ
、協

会
と
し
て
は
歯
科
医
業
を
続
け

て
も
ら
う
た
め
に
会
員
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。そ
し

て
、オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務
化

に
関
連
し
て
、都
内
で
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
を
し
て
い
る
医
療
機
関

が
26
％
に
過
ぎ
ず
、実
態
に
即

し
て
い
な
い
中
で
の
義
務
化
方

針
は
撤
回
す
べ
き
と
訴
え
た
。

　
そ
の
ほ
か
、次
期
診
療
報
酬

改
定
、東
京
都
へ
の
２
０
２
４

年
度
予
算
要
請
、第
51
回
定
期

総
会
、協
会
の
50
周
年
記
念
企

画
な
ど
を
テ
ー
マ
に
懇
談
し
た
。

　
後
日
、今
回
の
メ
デ
ィ
ア
懇

談
会
に
関
連
す
る
記
事
が
複
数

媒
体
で
報
じ
ら
れ
た
。

アフリカで世界の医療従事者が一堂に会す
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を
巡
り
議
論
し
、
戦
争

に
よ
る
大
量
の
二
酸
化

炭
素
排
出
に
つ
い
て
具

体
的
な
数
字
を
挙
げ
て

報
告
さ
れ
た
。

ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ

ィ
ア
を
使
用
し
た
運
動

の
発
展
な
ど
若
者
な
ら

で
は
の
発
表
も
あ
っ

た
。
核
兵
器
廃
絶
と
気

候
危
機
運
動
の
架
け
橋

を
築
く
大
切
さ
が
話
さ

れ
た
。
ケ
ニ
ア
の
医
学
生
に
よ

る
「
ア
フ
リ
カ
の
食
料
安
全
保

障
に
対
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争

の
影
響
」
が
興
味
深
い
内
容
だ

っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
ア

フ
リ
カ
で
は
食
糧
・
肥
料
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
と
価
格
の
高
騰

が
進
行
し
て
お
り
、
飢
餓
が
広

が
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
反
対
す

る
国
民
の
運
動
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

３
日
目
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

選
択: 

化
石
燃
料
、
原
子
力
に

つ
い
て
」
論
議
。
ア
フ
リ
カ
で

は
ウ
ラ
ン
採
掘
の
環
境
汚
染
に

よ
る
健
康
被
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
ア
フ
リ

カ
大
陸
に
は
南
ア
フ
リ
カ
に
原

発
が
あ
る
の
み
。
ま
た
、
今
回

の
開
催
地
ケ
ニ
ア
は
、
地
熱
発

電
な
ど
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

大
会
宣
言
で
は
核
兵
器
廃
絶

と
同
時
に
気
候
危
機
な
ど
の
諸

問
題
を
取
り
上
げ
た
。
武
力
紛

争
と
い
う
と
つ
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
こ
と
だ
け
を
思
い
が
ち
だ
が

こ
の
宣
言
で
は
「
現
在
、
世
界

で
110
件
以
上
の
武
力
紛
争
が
続

い
て
お
り
、
そ
の
う
ち
サ
ハ
ラ

以
南
の
ア
フ
リ
カ
だ
け
で
も
35

件
以
上
が
起
き
て
い
る
」
と
指

摘
し
た
。
ま
た
「
富
裕
国
が
核

兵
器
用
の
ウ
ラ
ン
な
ど
の
資
源

を
求
め
て
恵
ま
れ
な
い
国
か
ら

搾
取
し
続
け
て
い
る
」
と
の
指

摘
が
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
な
ら
で

は
の
提
起
も
な
さ
れ
た
。

私
の
語
学
力
で
は
到
底
論
議

に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た

が
、
ア
フ
リ
カ
の
地
に
世
界
の

医
療
従
事
者
が
一
堂
に
会
し
、

核
兵
器
廃
絶
に
つ
い
て
論
議
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
取
る
こ

と
は
で
き
た
。

  　
　
　
　
　
（
矢
野
正
明
）

日本の反核医師の会からの参加者日本の反核医師の会からの参加者
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　2023年3月11日。この日、東日本大震災発生から12年を　2023年3月11日。この日、東日本大震災発生から12年を
迎えた。迎えた。
　当時、協会内では、震災翌日から被災現地の状況を把握　当時、協会内では、震災翌日から被災現地の状況を把握
し、できる限りの支援を行う方針を固め、その第1班としし、できる限りの支援を行う方針を固め、その第1班とし
て、4月8～10日にかけて、役員2名と事務局1名の合計3名をて、4月8～10日にかけて、役員2名と事務局1名の合計3名を
宮城県内の避難所宮城県内の避難所４４カ所に派遣。現地では、被災者ほかのカ所に派遣。現地では、被災者ほかの
方々に義歯修理・調整、脱離冠再装着、急性症状への投薬方々に義歯修理・調整、脱離冠再装着、急性症状への投薬
など、必要な歯科治療支援を行った。福島第など、必要な歯科治療支援を行った。福島第１１原発の爆発原発の爆発
事故も重なり、不安も募る中、派遣前日まで必要物資の調事故も重なり、不安も募る中、派遣前日まで必要物資の調
達・集積、万が一に備えてのボランティア保険加入、派遣車達・集積、万が一に備えてのボランティア保険加入、派遣車
両の災害派遣等従事車両証明書の取得、現地保険医協会両の災害派遣等従事車両証明書の取得、現地保険医協会
や歯科医師会を始めとする関係各機関への綿密な連絡、出や歯科医師会を始めとする関係各機関への綿密な連絡、出
発から帰着までの詳細な計画立案作業などに追われた。発から帰着までの詳細な計画立案作業などに追われた。

協
会
設
立

協
会
設
立
5050
周
年
を
迎
え

周
年
を
迎
え    「
回
顧
」

「
回
顧
」

←第←第１１回歯科医療支援回歯科医療支援
　の現地活動の様子　の現地活動の様子

←第←第１１回歯科医療支援の車載物資回歯科医療支援の車載物資

  

「
保
険
で
よ
い
歯
を
」
東
京

連
絡
会
は
7
月
9
日
、
市
民
講

演
会
を
開
催
し
た
。
会
場
お
よ

び
Ｗ
Ｅ
Ｂ
を
併
用
し
た
形
式
で

行
い
、
市
民
・
医
療
従
事
者
な

ど
31
名
が
参
加
。「
口
か
ら
見

た
子
育
て
」
を
主
題
に
、
尚
絅

学
院
大
学
名
誉
教
授
の
岩
倉
政

城
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

　
子
ど
も
の
発
達
と
い
う
観
点

で
見
る
と
、
感
染
拡
大
防
止
に

有
効
と
さ
れ
て
い
る
マ
ス
ク
に

つ
い
て
も
、
言
葉
の
学
習
機
会

の
減
少
や
養
育
者
の
表
情
が
読

め
な
く
な
る
こ
と
に
繋
が
る
な

ど
の
影
響
が
あ
る
と
述
べ
、
子

ど
も
の
成
長
・
発
達
な
ど
の
視

点
か
ら
幼
稚
園
園
長
時
代
の
コ

ロ
ナ
対
策
の
方
法
を
語
っ
た
。

　
ま
た
、「
口
」
は
人
間
の
身

体
で
最
も
敏
感
な
器
官
で
あ
り

乳
児
が
母
乳
を
飲
む
こ
と
は
最

初
の
自
己
肯
定
感
の
発
生
で
あ

る
こ
と
や
、
乳
幼
児
期
の
指
し

ゃ
ぶ
り
や
噛
み
つ
き
に
は
理
由

が
あ
る
こ
と
を
、
診
療
し
た
患

者
さ
ん
の
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
と
も
に
解
説
を
し
た
。

　
さ
ら
に
、
会
場
参
加
の
歯
科

医
師
に
、
障
が
い
の
あ
る
患
者

さ
ん
や
乳
幼
児
に
ど
の
よ
う
に

関
わ
り
な
が
ら
診
療
を
し
て
い

る
か
な
ど
を
問
い
か
け
る
形
で

交
流
し
な
が
ら
話
を
進
め
る
と

と
も
に
、時
に
は
体
を
動
か
し
、

時
に
は
会
場
に
下
り
て
床
に
寝

転
ぶ
動
作
な
ど
を
交
え
、
実
践

的
な
説
明
を
行
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
こ
ん
な

に
動
き
回
る
演
者
は
珍
し
く
情

熱
に
感
服
し
た
。
園
医
を
し
て

い
る
た
め
、
今
日
伺
っ
た
話
を

現
場
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
た

い
」
な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
東
京
連
絡
会
で
は
毎
年
、
市

民
講
演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

次
回
も
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。

写真左は講師の写真左は講師の岩倉政城氏。右は｢保険でよい歯岩倉政城氏。右は｢保険でよい歯
を｣東京連絡会世話人で協会理事の矢野正明氏を｣東京連絡会世話人で協会理事の矢野正明氏

｢よい歯｣東京連絡会が夏の市民講演会｢よい歯｣東京連絡会が夏の市民講演会

子どもの発達とマスク影響子どもの発達とマスク影響
「「口から見た子育て口から見た子育て」」をテーマにをテーマに

矢野正明理事が4月27日からケニアのモンバサで開
催された「第23回IPPNW世界大会」に現地参加した。
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